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１．吹付法面点検概要 

1.1 はじめに 

モルタル吹付工等は、施工性が良く凹凸のある法面でも施工可能なことから、簡易

な法面保護工として長く多用されてきた。しかし、施工後数 10 年が経過した吹付法面

の中には老朽化が進んでいるものもあり、背面の土砂とともに崩落する事故が毎年発

生している状況にある。 

このような状況を踏まえて、膨大な数にのぼる既設の吹付法面に関する危険性を事

前に把握し、対策を図っていくものとして「愛知県吹付法面定期点検要領（案）（以

下、本要領（案）という）」を策定し、道路利用者などに対して安全な道路環境の確

保を図る。 

なお、本要領（案）が定める内容については、これに基づく点検が一巡した時点に、

点検結果の内容を整理・評価し、それを改訂することとする。 

【解説】 

(1) 本要領（案）は、吹付法面の定期点検について、その概要、具体の着眼点、頻度、方法、

判定基準、記録について示したものである。 

(2) 定期点検により、要対策箇所に特定された箇所については、対策工事までの経過観察を目

的とする監視を行って、異常（変状）の急激な進行等に備えるものとする。 

(3) 本要領（案）は、吹付法面に関連する各種文献資料を収集し、記載されている変状の種類・

要因、点検の方法・頻度・判定基準・記録様式などを整理・参考にして策定したものであ

り、本県に施工されている吹付法面の変状の種類・規模・進行状況などの実態を把握して

策定されたものではない。よって、本要領（案）については、これに基づく点検が一巡し

た時点に、点検結果の内容を整理・評価し、本要領（案）を改訂することとする。 

 

1.2 吹付法面健全性低下のメカニズム 

吹付法面の崩壊は、吹付自体の劣化と地山の風化条件に強く依存し、吹付自体の劣

化によるモルタル崩落、地山と吹付の密着不良による吹付の崩落、地山表層の土砂化

による法面自体の崩壊の３パターンに分類され、ほとんどの場合、目視で確認できる

変状が現れる。 

また、吹付法面の変状は、吹付の施工不良、法面の高さ、勾配、地質などの素因や、

凍結融解、背面の土砂化、土砂の凍上などの誘因により発生・進行する。 

したがって、点検については、何処に変状が発生し易いか、何処を重点的に点検す

れば良いかを把握し、効率的かつ適切に点検を行うことが重要である。 
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【解説】 

(1) 吹付法面の崩壊形態を図-1.1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.1 吹付法面の崩壊形態（巻末「付録-5 吹付法面の崩壊形態」参照） 

(2) 吹付（モルタル）自体の劣化による崩落は、地質条件との関連性は小さく、主に施工不良

や凍結融解の繰り返しなどによって発生する。 

(3) 地山と吹付（モルタル）の密着不良による崩壊は、地質条件と密接に関連し、地山表層部

の土砂化（風化）により地山と吹付（モルタル）の密着性が低下することによって発生す

る。 

(4) 地山表層の土砂化による法面自体の崩壊は、吹付背面地山の風化が進行し、法面が安定勾

配を維持できなくなることによって発生する。 

(5) 上記（2）～（4）に示す崩壊に至る前には、ほとんどの場合、目視で確認できる変状が現

れ、本要領（案）では、その種類と状態を把握することで健全性を判定する。変状の種類

とその状態については、「1.3 点検の基本的な考え方」の表-1.2 に示す。 

(6) 変状を発生・進行させる要因として、吹付の施工不良、法面の高さ、勾配、地質などの素

因や凍結融解、背面の土砂化、土砂の凍上などの誘因があげられる。本要領（案）の健全

性評価に直接関係しないが、これらの変状（崩落）の要因は、発生する変状の種類や場所

を特定し、進行性を把握するのに重要であるため、点検時に確認して、総合所見に記載す

るものとする。主な崩落等の要因を表-1.1 に示す。 

 

モルタル自体の劣化
による崩壊 

地山とモルタルの
密着不良による崩壊 

地山表層の土砂化に
よる法面自体の崩壊 
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表-1.1 崩落等の要因 

要因分類 崩落等の要因 内 容 

吹付自体の
劣化要因 

吹付の施工不良・厚さの不足・
ラスなし 

施工不良・吹付厚の不足・ラスなしが確認
されたか 

凍結・融解等 
凍結が生じる温度変化が顕著な場所（南向
き斜面）か 

地山の 
劣化要因 

高い切土高、急な切土勾配 
法高が 30ｍ以上で、勾配が 60°以上の法
面か 

新第三紀堆積岩 
新第三紀の泥岩や凝灰岩等の風化しやす
い岩に該当するか 

強風化帯、亀裂性の中・硬岩、
節理・層理・断層・変質 

マサ化した花崗岩（強風化帯）、亀裂の発
達した中古生代の堆積岩・火成岩、節理・
層理・断層・変質に起因した弱線が確認さ
れるか 

背面の土砂化 供用期間が 20 年以上経過しているか 

土砂の凍上 冬季に凍上や霜柱がみられる場所か 

 

参考文献 

1） 道路法面維持管理のためのハンドブック(案)[H21.10]：国土交通省近畿地方整備局近畿

技術事務所,8p-11p 

2） 土木長寿命化計画 斜面施設ガイドライン 点検・対応マニュアル(案)[H19.3]：静岡県土

木部河川砂防総室砂防室・道路総室道路保全室,19p-26p 

3） 福井県におけるモルタル吹付法面の実態調査[H24.3]：福井県由岐対策・建設技術研究

所,53p-56p 

4） 老朽化吹付法面の調査・対策の手引き[H18.9]：鹿島出版会,10p-20p 

5） 熱赤外線影像法による吹付のり面老朽化診断マニュアル[H8.1]：建設省土木研究

所,6p-9p 

6） 道路土工 切土工・斜面安定工指針[H21.6]：(社)日本道路協会,127p-131p 

7） 斜面安定評価における劣化概念の導入[H18.7]、(その 2)[H21.3]：(一社)建設コンサル

タンツ協会近畿支部斜面防災研究委員会,57p-64p 

8） 公共土木施設の維持管理に関する研究委員会報告書第 2 編道路分科会 3.斜面・のり面に

適切な点検方法の手引きと補修・補強工法選定資料：(一社)建設コンサルタンツ協会近

畿支部斜面防災研究委員会,2-3-6p 
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9） コンクリート吹付け法面の劣化実態と点検補修[H7.2]：地盤工学会 土と基礎(日本道路

公団),5p-8p 

10） 吹付けコンクリートの安定性と劣化状況[H18.7]：土木学会論文集 F（NEXCO、

他）,447p-456p 

11） 老朽化したモルタル吹付法面の維持管理システムと修復工に関する研究[H12]：土木学

会建設マネジメント研究論文集（宮崎大学、他）,150p-151p 

 

1.3 点検の基本的な考え方 

吹付法面点検の基本的な考え方は、予め特定した変状の種類に着目し、当該変状の

有無及び状態を把握することである。変状の種類と状態を表-1.2 に示す。 

【解説】 

表-1.2 に示す変状が見られるものを異常ありとする。 

表-1.2 変状の種類とその状態 

変状の種類 変状の状態 

クラック 

無方向・亀甲状・格子状のクラック、ヘアークラック、遊離石灰を
伴うヘアークラック有り 

開口クラック有り 

植生・湧水・地山露出を伴うクラック有り 

法肩水平連続開口クラック、段差等を伴う開口クラック有り 

円弧状・馬蹄形・一連のブロック形のクラック有り 

目地部の変状 

目地の損傷、周辺の多少の剥離有り 

目地の損傷、周辺の著しい剥離有り 

目地に植生の侵入有り 

剥離・剥落 

遊離石灰を伴う剥離・剥落有り 

施工打継ぎ目・クラックに沿う剥離、ラス露出を伴う剥離有り 

凍害作用等の影響による著しい剥離・剥落（まだら状の表面剥落の
発生等）有り 

スケーリング 
スケーリング有り（面積が調査範囲の 10％未満） 

スケーリング有り（面積が調査範囲の 10％以上） 

水抜き孔の変状 
苔類の密生有り 

土砂流出、ほぼ常時湧水、植生繁茂・目詰まり、降雨時に湧水有り

スライド スライド（せり出し）有り 

はらみ出し はらみ出し有り 
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図-1.2 吹付法面の変状の種類と状態 

説明事項 

説明 1：吹付自体の劣化のうち進展性がない、あるいは少ないものとして、「無方向・亀甲

状・格子状のクラック、ヘアークラック、遊離石灰を伴うヘアークラック」、「目

地の損傷、周辺の多少の剥離」、「遊離石灰を伴う剥離・剥落」、「スケーリング

（部分的）」、「水抜き孔の苔類の密生」があげられ、要因として中性化・塩害・

熱膨張・乾燥収縮・凍結融解などがあげられる。 

説明 2：吹付自体の劣化のうち進展性があるものとして、「開口クラック」、「目地の損傷、

周辺の著しい剥離」、「施工打継ぎ目・クラックに沿う剥離、ラス露出を伴う剥離」、

「スケーリング（広範囲）」があげられ、要因として吹付内部への水の浸入（凍結

融解）があげられる。 

説明 3：地山の劣化を助長する変状として、「植生・湧水・地山露出を伴うクラック」、「目

地に植生の侵入」、「凍害作用等の影響による著しい剥離・剥落」、「水抜き孔か

らの土砂流出、ほぼ常時湧水、植生繁茂・目詰まり、降雨時の湧水」があげられ、

要因として背面の土砂化（土砂の吸い出し・凍上）があげられる。 

説明 4：地山の劣化に関連する変状として、「法肩水平開口クラック、段差等を伴う開口ク

ラック」、「スライド（せりだし）」があげられ、要因として背面の土砂化があげ

られる。 

説明 5：地山の動きに関連する変状として、「円弧状・馬蹄形・一連のブロック形のクラッ

ク」、「はらみ出し」があげられ、要因として背面の土砂化があげられる。 

馬蹄形のクラック 

はらみだし 

空洞 

剥離・剥落 

スライド

水抜き孔から 
の土砂流出 

目地に植生 
が侵入 

スケーリング 
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説明 6：吹付背面の空洞については、直接目視できないことなどから、変状の種類として取

りあげていない。ただし、吹付背面の空洞化が進行すると、吹付の破損や地山の破

壊現象につながる恐れもあるため、水抜き孔からの土砂流出やはらみ出しなど空洞

化に関連する変状を目視で点検・確認することで間接的に空洞の評価を行うものと

する。 

 

参考文献 

1）コンクリート吹付け法面の劣化実態と点検補修 [H7.2]：地盤工学会 土と基礎（日本道

路公団）,5p～8p 

 

1.4 適用の範囲 

本要領（案）は、愛知県が管理する道路の吹付法面を対象にした定期点検に適用す

る。 

【解説】 

本要領（案）で取り扱う「吹付法面」は、法面の風化防止を目的としてモルタル吹付工ま

たはコンクリート吹付工が施工されている法面とする。ただし、吹付枠工については、法面

表層部の崩落防止、多少の土圧を受ける恐れのある箇所の土留め、岩盤剥落防止を目的に設

計されており、1.1 で述べたような背面の土砂とともに崩落するような事故につながる恐れ

は低いと考えられる。したがって、吹付枠工が施工されている法面は含まないものとする。 

 

留意事項 

留意 1：本要領（案）は、吹付法面を対象にしており、吹付法面上部の自然斜面や法面上の

擁壁・落石防護網工等の吹付以外の構造物は対象としていない。したがって、本要

領（案）に基づいて点検した箇所であっても他の点検（道路パトロールによる日常

点検と異常時点検、防災カルテ作成箇所の定期点検等）を省略してはならない。 

 

1.5 点検の目的 

吹付法面の定期点検は、定期的に吹付法面の状態を把握し、変状を早期に発見する

とともに、健全性を判定することにより、第三者被害の恐れのある崩壊事故を防止し、

安全かつ円滑な道路交通の確保を図ることを目的として実施する。 

【解説】 

吹付法面については、老朽化が進行し、背面の土砂とともに崩落する事故事例が毎年報告
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されている。 

そこで、点検においては、特にこのような事故につながる吹付法面の変状の早期発見と変

状の進行状況を捉えることを一義的な目的とした。 

 

1.6 用語の定義 

本要領（案）では次のように用語を定義する。 

吹 付 法 面：法面の風化・浸食防止を目的とするモルタル吹付工またはコンクリー

ト吹付工によって表面を覆った法面。 

定 期 点 検：吹付法面の状態を把握し、変状を早期に発見するとともに、健全性を

判定することにより、第三者被害の恐れのある崩壊事故を防止し、安

全かつ円滑な道路交通の確保を図ることを目的として行う行為の総称。 

重 点 監 視：定期点検で吹付法面の健全性区分がⅢ及びⅣと判定され、要対策箇所

に特定された吹付法面を対象とし、対策工事までの経過観察を目的と

して職員あるいは専門技術者が行い、異常（変状）の進行程度などを

把握する点検。 

要 対 策 箇 所：法面崩落、モルタル・コンクリート片の落下などにより、第三者被害

につながる可能性のある要因が明らかに認められ、対策を必要とする

箇所。 

変    状：クラック、剥離、はらみ出しなど吹付法面の老朽化に伴う異常。 

要    因：吹付法面に異常（変状）が発生する原因。 

素    因：吹付法面に異常（変状）が発生する原因のうち、吹付法面供用前から

存在するもの（施工不良、地質、法面の高さや勾配等）。 

誘    因：吹付法面に異常（変状）が発生する原因のうち、吹付法面供用後に生

じるもの（凍結融解、背面の土砂化、土砂の凍上等）。 

目  地  部：主に太陽熱によるモルタル・コンクリートの膨張分を吸収する目的で

エラスタイト等の目地材を線状に設置した部分。 

ク ラ ッ ク：吹付表面に発生する微細なクラック（ひびわれや亀裂）ならびに開口

を伴うクラック。 

剥 離 ・ 剥 落：吹付モルタル・コンクリート片が剥がれて落下する現象。 

スケーリング：凍結融解（凍害）により、吹付モルタル・コンクリートが薄く分離し

て剥がれる現象。 

凍 結 融 解：モルタル・コンクリート中の毛細管や内部の空洞等に浸入した水分が

凍結と融解を繰り返す現象。 

凍    害：長年にわたる凍結融解によりコンクリートが徐々に劣化する現象。 

凍    上：地山中の水分が凍結・膨張して、周囲の土が持ち上げられる現象。 

遊 離 石 灰：モルタル・コンクリート内部に水が浸入し、蒸発する際に表面にセメ
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ント成分 CaO（遊離石灰）が析出する現象（エフロレッセンス）。 

中 性 化：モルタル・コンクリート中には水酸化カルシウムが含まれるため、初

期段階では高いアルカリ性を示すが、空気中の二酸化炭素と反応して

炭酸カルシウムを生成し、pH が酸性側へ傾いていく現象。中性化はモ

ルタル・コンクリート自体の強度を低下させるものではないが、中性

化が吹付のラス（金網）まで到達すると、ラスが酸化・腐食・膨張し、

モルタル・コンクリートに変状を生じさせる。 

背面の空洞化：地山表層部において、地下水の浸入及び乾湿の繰返し、凍上等により

風化・土砂化が進行し、土砂の吸い出し等で吹付け背面が空洞化する

現象。 

ス ラ イ ド：吹付モルタル・コンクリートが地山から分離してせり出す現象。 

は ら み 出 し：吹付モルタル・コンクリートが土圧や水圧により前面に押し出される

現象。 
 
 

参考文献 

1） コンクリート吹付け法面の劣化実態と点検補修 [H7.2]：地盤工学会 土と基礎（日本道

路公団）,5p-7p 

2） 老朽化吹付け法面の調査・対策の手引き[H18.9]：鹿島出版会 19ｐ-20p 
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２．点検の種別 

2.1 点検の種類 

点検は、日常点検、定期点検、重点監視、異常時点検の 4 つの種類に分類される。

これらの点検の種類毎の内容を表-2.1 に示す。 

表-2.1 点検の種類と内容 

点検の種類 内 容 

日常点検 
第三者被害につながる大きな変状を発見するため、道路の通常巡回を行う際

に実施する点検をいう。 

定期点検 

吹付法面の最新の状態を簡易的に把握するとともに、次回の定期点検までに

必要な対策等の判断を行う上で必要な情報を得るため、一定期間ごとに行う

点検をいう。 

重点監視 

定期点検における健全性の診断の結果、当面は対策を見送ると判断された箇

所や、やむを得ず、速やかに対策を講じることができない箇所などに対し、

変状の挙動を追跡することによって、安全性を確保するために行う点検をい

う。 

異常時点検

地震、台風、集中豪雨、豪雪などの災害が発生した場合、あるいはその恐れ

がある場合に、吹付法面の安全性及び道路の安全円滑な交通確保のための機

能が損なわれていないこと等を確認するために行う点検をいう。 

【解説】 

(1) 日常点検は、第三者被害につながる大きな変状を未然に防止するとともに、その他の異常

を早期に発見することを目的に行う点検である。 

(2) 定期点検は、日常点検では確認できない又は発見が困難な変状を発見することに重点をお

いて、定期的に吹付法面全体にわたり実施する。主として本点検の結果及び供用後等の年

数、環境条件などを参考に、対策の必要性の判定が行われることになる。 

(3) 重点監視は、定期点検における診断で対策が必要と判定された箇所のうち、当面は対策を

見送ると判断された箇所や、やむを得ず、速やかに対策を講じることができない箇所など

に対し、変状の進行状況や新たな変状の有無を追跡・監視することによって、対策を講じ

るまでの期間の安全性を確保するために行う点検である。 

(4) 異常時点検は、地震、台風、集中豪雨、豪雪などの災害の事前又は事後に行う性格のもの

である。なお、別途、災害等に対応した点検要領が定められているものについては、それ

に従って行うものとする。 

 

留意事項 

留意 1：点検時に緊急性の高い箇所を発見した場合は、速やかに監督員に報告して応急対策

の必要性等について協議する。 
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2.2 点検の流れ 

日常点検、定期点検、重点監視及び異常時点検は、図-2.1 の流れに基づき実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 吹付法面毎の健全性の診断区分：Ⅲ（変状の健全性の診断区分：ⅳ）の箇所で実施す

る重点監視Ⅱは、2年毎に行う。 

※2 吹付法面毎の健全性の診断区分：Ⅳ（変状の健全性の診断区分：特ⅳ）の箇所で実施

する重点監視Ⅰは、毎年行う。 

※3 対策工事実施済みの箇所は、吹付法面毎の健全性の診断区分をⅠに変更し、定期点検

の対象とする。 

※4 吹付法面毎の健全性の診断区分：Ⅰ・Ⅱの箇所は、10年毎に定期点検を行う。 
 

図-2.1 点検の流れ 

【解説】 

(1) 吹付法面の維持管理では、メンテナンスサイクル（点検、健全性の診断、措置、記録）を

日常点検 異常時点検

点検対象吹付法面に関する資料収集・整理

定期点検 

異常の有無 
点検作業計画 

遠望目視等 

変状の健全性の診断

記録 

重点監視Ⅱ 重点監視Ⅰ

吹付法面毎の
健全性の診断結果 

点検 

健全性 
の診断 

措置 

記録 

有

健全性の診断
区分:Ⅰ、Ⅱ 

健全性の診断 
区分:Ⅲ ※1 

健全性の診断 
区分:Ⅰ ※3 

健全性の診断
区分:Ⅳ ※2 

(2 年毎※1) (毎年※1)

(10 年毎※4)

無 無
有

対策の実施 対策の実施 
有
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定められた期間で確実に実施することが重要である。定期点検は、メンテナンスサイクル

のうち、日常点検による日常的な維持管理や災害時の緊急的な維持管理と区別し、定めら

れた頻度や方法で点検を実施し、その結果を定量的・定性的に診断し、点検表に記録を残

す一連の行為を指す。 

(2) 定期点検の初回点検は、県内全域の吹付法面を対象に行い、吹付法面毎の健全性の診断区

分Ⅰ・Ⅱ（変状の健全性の診断区分ⅰ・ⅱ・ⅲ）の早期の対策が必要でない箇所、吹付法

面毎の健全性の診断区分Ⅲ・Ⅳ（変状の健全性の診断区分ⅳ・特ⅳ）の早期あるいは緊急

に対策が必要な箇所（要対策箇所）を判定する。 

(3) 定期点検は、吹付法面毎の健全性の診断区分Ⅰ、Ⅱを対象とし、初回点検後 10 年毎に行

う。 

(4) 重点監視は、要対策と判定された箇所を対象に、吹付法面毎の健全性の診断区分Ⅲは 2

年毎、Ⅳは毎年行う。 

(5) 日常点検及び異常時点検において、異常が認められた場合は、定期点検に準じて健全性の

診断を行う。 

(6) 定期点検の結果、対策等の措置の結果は、記録しなければならない。また、定期点検にお

いては、点検結果のみならず、吹付法面の環境条件は変状の発生や進行と密接な関係にあ

るため、その結果を記録する。今後、これらのデータが蓄積、分析されることにより、よ

り合理的な吹付法面の点検実施方法について検討を行うことが可能となる。 

 

留意事項 

留意 1：新設の吹付法面については、新設後 10 年以内に定期点検（初回点検）を行う。 
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３．点検の頻度と実施主体 

点検の種類（日常点検、定期点検、重点監視、異常時点検）毎の実施頻度と、実施

主体を表-3.1 に示す。 

表-3.1 点検の実施頻度と実施主体 

点検の種類 実施頻度 実施主体 

日常点検 通常巡回時 職員 

定期点検 10 年毎 専門技術者 

重点監視Ⅰ/Ⅱ 毎年/2 年毎 職員または専門技術者 

異常時点検 異常時 職員 

【解説】 

吹付法面の状態を定期的に把握する定期点検は、10 年ごとに実施することを基本とし、定

期点検によって発見された異常の進展を追跡する重点監視は、1 年または 2 年ごとに実施す

ることを基本とする。なお、法面の状態によってはこれより短い間隔で点検することを妨げ

るものではない。 

また、第三者被害を防止する観点から、定期点検や重点監視に加え、日常的な法面の状態

の把握や、災害等における法面の変状等を発見するため、日常点検と異常時点検を実施する

ものとする。 

 

説明事項 

説明 1：定期点検は、中性化やスケーリングによる吹付自体の劣化やクラックやスライドの

原因となる背面空洞の発生（背面の土砂化）が、数年単位では大きく進行しないと

考えらえる（参考文献 1）,2)）ため、点検の頻度を 10 年とする。なお、定期点検

では、吹付法面の変状を確実に発見し、第三者被害を防止するための対策及び調査

の必要性などを判断する必要があるため、実施主体を専門技術者とする。 

説明 2：重点監視は、対策までの期間における異常の追跡を目的とする。重点監視Ⅰは吹付

法面毎の健全性の診断区分がⅣ（変状の健全性の診断区分：特ⅳ）の箇所について

毎年、重点監視Ⅱは吹付法面毎の健全性の診断区分がⅢ（変状の健全性の診断区

分：ⅳ）の箇所について 2 年毎に、職員または専門技術者が行う。 

説明 3：日常的な法面の状態の把握や、災害等における法面の変状等を発見するために行う

日常点検と異常時点検は、通常巡回時と異常時に職員が行う。 

参考文献 

1） 吹付けコンクリートの安定性と劣化状況[H18.7]：土木学会論文集 F（NEXCO 他）,447p-456p 

2） 切土のり面吹付コンクリートの安定性について[H16.9]：日本道路公団試験研究所,283p-284p 
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４．点検の方法 

定期点検及び重点監視は、道路路面からの遠望目視により行うことを基本とする。 

【解説】 

(1) 定期点検及び重点監視は、道路路面からの遠望目視を基本として行い、路面から近づける

範囲については、近接目視、変状の計測、打音を行うものとする。 

(2) 遠望目視は、道路路面からの目視（双眼鏡等の使用を含む）により、吹付法面の変状の種

類とその状態を確認する。吹付法面のスケッチを行って変状位置等を記入し、写真を撮影

する。 

(3) 近接目視は、遠望目視で確認した変状の種類とその状態等について、道路路面から可能な

範囲で徒歩による近接目視による確認を行い、写真を撮影する。 

(4) 変状の計測は、遠望目視ならびに近接目視で確認した変状の種類とその状態等について、

道路路面から可能な範囲でコンベックスやクラックゲージを用いて、規模（亀裂の長さ・

開口幅、目地部の段差、スケーリングの深さ、他）を計測し、コンベックスやクラックゲ

ージによる計測が困難な場合は、目視により計測する。計測結果はスケッチ等に記載する。 

(5) 1 箇所あたりの点検所要時間は 30～45 分（10 箇所/日）程度を想定している。 

 

留意事項 

留意 1：点検時に不安定なモルタル・コンクリート片を発見し、叩き落としが可能な場合は

道路交通に注意してその場で叩き落として撤去するものとする。叩き落としが不可

能な場合は、速やかに監督員に報告して指示を仰ぐものとする。 

参考文献 

1） 総点検実施要領(案)【道路のり面工・土工構造物編】[h25.2]：国土交通省道路局,5p 

2） 道路法面維持管理のためのハンドブック(案)[H21.10]：国土交通省近畿地方整備局近畿

技術事務所,12p-14p 

3） 吹付法面簡易点検マニュアル(案)[h24.8]：長野県道路管理課,2p 

4） 老朽化吹付法面の調査・対策の手引き[H18.9]：鹿島出版会,24p 
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５．点検の体制 

定期点検を適正に行うために必要な知識及び技能を有する者がこれを行う。 

【解説】 

定期点検の体制は、点検員及び点検補助員で構成され、適切な人員を配置する。 

吹付法面の変状を確実に発見し、第三者被害を防止するための対策及び調査の必要性など

を判断する点検員は、吹付法面や地質に関する一定の知識及び技能を有することが望ましい。 

 

説明事項 

説明 1：点検員は、点検作業に臨場して点検作業班の統括および安全管理を行う。また、第

三者被害を防止するための対策及び調査の必要性などを判断するため、吹付法面の

施工・維持管理、地質に関する一定の知識及び技能を有することが望ましい。した

がって、点検員は、以下に示すいずれかの実務経験を有すること。 

(1) 大学卒業後、3 年以上の吹付法面に関する実務経験を有する。 

(2) 短大・高専卒業後、5 年以上の吹付法面に関する実務経験を有する。 

(3) 高校卒業後、7 年以上の吹付法面に関する実務経験を有する。 

(4) 前項（1）～（3）と同等以上の能力を有する。 

説明 2：点検補助員は、点検員の指示により変状箇所の状況を具体的に記録するとともに写

真撮影を行う。 

説明 3：定期点検の 1 班あたりの人員構成は、点検員 1 名、点検補助員 1 名程度が一般的で

ある。 

説明 4：定期点検にあたっては、適切な点検用具・記録用具・点検用機材を携行する。点検

用具等は以下のものが考えられる。 

(1) 点検用具：巻尺、コンベックス、双眼鏡、マーカー、カメラ、ハンマー（叩き

落し用） 

(2) 記録用具：カメラ、記録用紙等 

(3) 点検用機材：カラーコーン等保安施設 
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６．健全性の診断 

定期点検では、吹付法面に生じた変状の健全性の診断と吹付法面毎の健全性診断を

行う。 

6.1 変状の健全性の診断 

変状の健全性の診断は、表-6.1 の変状原因に応じた健全性区分により行う。 

表-6.1 変状原因と健全性区分 

健全性区分 危険度 変状原因 

ⅰ 小 
 
 
 
 
 

大 

モルタル等吹付自体の劣化（進展性無） 

ⅱ モルタル等吹付自体の劣化（進展性有） 

ⅲ 地山の劣化を助長する変状 

ⅳ 地山の劣化に関連する変状 

特ⅳ 地山の動きに関連する変状 

【解説】 

変状の健全性の診断は、吹付法面の健全性を地山との相関で捉え、変状原因を表-6.1 に示

す 5 段階に区分した。また、モルタル等吹付工自体の変状、地山の風化防止というモルタル

等吹付工本来の機能が損なわれるような変状、地山の動きに関する変状の順に危険度が大き

いと考えられ、健全性の診断もこれに準じて行う。 

変状の種類と現象毎の健全性区分は、表-6.2 のとおりとする。なお、診断にあたっては、

付録-1 を参考にするとよい。 
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表-6.2 変状の種類及び現象と健全性の診断区分 

変状の種類 
健全性
の診断
区 分

変状の現象 

クラック 

ⅰ 
クラックが生じていない、または生じていても軽微な無方
向・亀甲状・格子状のクラック、ヘアークラック、遊離石
灰を伴うヘアークラック有り 

ⅱ 開口クラック有り 

ⅲ 植生・湧水・地山露出を伴うクラック有り 

ⅳ 
法肩水平連続開口クラック、段差等を伴う開口クラック有
り 

特ⅳ 円弧状・馬蹄形・一連のブロック形のクラック有り 

目地部の変状 

ⅰ 
目地部に変状が生じていない、または生じていても軽微な
目地の損傷、周辺の多少の剥離有り 

ⅱ 目地の損傷、周辺の著しい剥離有り 

ⅲ 目地に植生の侵入有り 

剥離・剥落 

ⅰ 
剥離・剥落が生じていない、または生じていても軽微な遊
離石灰を伴う剥離・剥落有り 

ⅱ 
施工打継ぎ目・クラックに沿う剥離、ラス露出を伴う剥離
有り 

ⅲ 
凍害作用等の影響による著しい剥離・剥落（まだら状の表
面剥落の発生等）有り 

スケーリング 

ⅰ 
スケーリングが生じていない、または生じていても軽微な
スケーリング有り（面積が調査範囲の 10％未満） 

ⅱ スケーリング有り（面積が調査範囲の 10％以上） 

水抜き孔の変状 

ⅰ 水抜き孔に変状が生じていない、または苔類の密生有り 

ⅲ 
土砂流出、ほぼ常時湧水、植生繁茂・目詰まり、降雨時に
湧水有り 

スライド 

ⅰ スライド（せり出し）が生じていない 

ⅳ スライド（せり出し）有り 

はらみ出し 

ⅰ はらみ出しが生じていない 

特ⅳ はらみ出し有り 

※健全性の診断区分は、「ⅰ」の場合が最も危険度が小さく、以下ⅱ、ⅲ、ⅳ、特ⅳの順

に危険度が大きくなる。 
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説明事項 

説明 1：対策工事実施済みの箇所は、吹付法面の健全性の診断区分をⅠに変更し、対策実施

後 10 年以内に定期点検を実施する。 

参考文献 

1） コンクリート吹付け法面の劣化実態と点検補修 [H7.2]：地盤工学会土と基礎（日本道路

公団）,5p-8p 

 

6.2 吹付法面毎の健全性の診断 

吹付法面毎の健全性の診断は、表-6.3 の判定区分により行う。 

表-6.3 判定区分 

区 分 
変状の 

健全性区分
状 態 

Ⅰ 健全 

ⅰ 

吹付法面の要求性能を満たしている状態。 

ⅱ 

Ⅱ 監視措置段階 ⅲ 吹付法面の要求性能が不足し、監視が必要な状態。

Ⅲ 早期措置段階 ⅳ 
吹付法面の要求性能が不足し、早期に対策を講ずべ
き状態。 

Ⅳ 緊急措置段階 特ⅳ 
吹付法面の要求性能を満たしておらず、緊急に対策
を講ずべき状態。 

【解説】 

吹付法面毎の健全性の診断は、吹付法面毎に総合的な評価を付けるものであり、管理する

吹付法面全体の状況を把握するとともに、対策の優先順位付けなどの目的で行うものである。 

吹付法面毎の健全性については、表-6.2 に示す変状の種類毎に設定した変状の現象に基づ

くものとし、対象の吹付法面で確認される全ての変状の現象の中で最も評価の厳しい健全性

を採用するものとする。  

 

説明事項 

説明 1：健全性の判定は、点検後に変状を対象に実施する「変状の健全性の診断」と、「変

状の健全性の診断」を実施後に吹付法面単位で実施する「吹付法面毎の健全性の診

断」の 2 段階で実施する。 

説明 2：変状の健全性の診断とは、従来の点検、調査結果の判定と同様に、点検後に変状に

対して判定を行うものであり、個々の変状の状態を把握することを目的とする。 

説明 3：吹付法面毎の健全性の診断とは、変状の健全性の診断結果をもとに、吹付法面とし
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ての健全性を診断するものであり、道路管理者が、管理する全道路施設を一律に管

理し、効率的な維持管理を行うための指標として活用することを目的とする。 
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７．吹付法面管理カルテ 

7.1 吹付法面管理カルテの作成 

点検及び詳細調査、補修・補強等の記録の一元管理のために、吹付法面管理カルテ

を作成する。 

【解説】 

適切かつ効率的な維持管理には、点検及び詳細調査、補修・補強等の記録を一元管理する

ことが重要であるため、これらから重要事項に関するものを選別して吹付法面管理カルテを

作成する。 

 

7.2 吹付法面管理カルテの構成 

吹付法面管理カルテの構成は、次のとおりとする。 

①「法面箇所台帳」                                    様式-1 

②「点検調書:健全性判定表」                           様式-2-1 

③「点検調書：箇所別記録表」                          様式-2-2 

④「点検調書：記録写真」                              様式-2-3 

⑤「管理カルテ：点検・調査、補修・補強等履歴表」      様式-3-1 

⑥「管理カルテ：点検箇所一覧表」                      様式-3-2 

⑦「管理カルテ：要対策箇所位置図」                    様式-3-3 

このうち、①～⑤は個別吹付法面毎に作成するものであり、⑥、⑦は建設事務所毎

に作成するものである。 

【解説】 

(1) 法面箇所台帳（様式-1）は、個別吹付法面毎に作成され、吹付法面の緒元、平面図、位置

図、展開図（展開写真）、横断図について整理した様式である。 

(2) 点検調書：健全性判定表（様式-2-1）は、個別吹付法面毎に作成し、吹付法面の緒元、吹

付法面の健全性及び重点監視結果、総合所見について整理する様式である。 

(3) 点検調書：箇所別記録表（様式-2-2）は、個別吹付法面毎に作成し、吹付法面の緒元、変

状位置図（スケッチ）、断面図、重点監視結果について整理する様式である。 

(4) 点検調書：記録写真（様式-2-3）は、個別吹付法面毎に作成し、吹付法面の緒元、点検時

の記録写真について整理する様式である。 

(5) 管理カルテ：点検・調査、補修・補強等履歴表（様式-3-1）は、個別吹付法面毎に作成し、

吹付法面の緒元に加え、点検・詳細調査、補修・補強等の主要な履歴について総合所見あ

るいはその内容を整理する様式である。 

(6) 管理カルテ：点検箇所一覧表（様式-3-2）は、建設事務所毎に作成し、管内の吹付法面点
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検箇所の緒元、定期点検結果、対策工事実施状況、重点監視結果について整理する様式で

ある。 

(7) 管理カルテ：要対策箇所位置図（様式-3-3）は、建設事務所毎に作成し、管内の吹付法面

要対策箇所の緒元、位置図、要対策箇所数、点検箇所数について整理する様式である。 

 

説明事項 

説明 1：様式-1 は発注者の貸与する台帳を使用するが、点検の際に、記入漏れ、修正事項等

を発見した場合は、監督員に報告の上、修正するものとする。 

説明 2：様式-3-1 に記入する点検・調査、補修・補強等の履歴は、次に示すものとする。 

ｱ） 定期点検、重点監視、詳細調査、補修・補強については全て 

ｲ） 日常点検については、当該点検の結果から直ちに補修・補強の対策を行うに至

ったもの（当該点検を受けて詳細調査を実施し補修等に至った場合は、詳細調

査の履歴を記載することで足りる） 

ｳ） 異常時点検については、災害や事故に起因する点検についてはｲ）の日常点検と

同様とし、予期しない異常（変状）が発見された場合の点検については全て 

ｴ） その他、施工時の検査結果・措置内容、指定道路・通行車両の制限など主要な

履歴 

ｵ） 日常点検や異常時点検により発見される軽微な損傷（維持工事により対応可能

なもの等）は、原則として対象外とする。 
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7.3 吹付法面管理カルテの様式 

吹付法面管理カルテの様式を表-7.1～表-7.7 に示す。 
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表-7.6 様式-3-2 管理カルテ：点検箇所一覧表 

）

Ⅰ：ⅰ Ⅰ：ⅱ Ⅱ：ⅲ Ⅲ：ⅳ Ⅳ：特ⅳ

データ個数

（自） （至） 年度 健全性 変状の種類 年度 有無 年度 有無 年度 有無 年度 有無 年度 有無
着手

年度
進捗

完了

年度

健全性評価の合計数

　初回 合計数（

整理番号 事務所名 道路種別
路線

番号
路線名称 所在地

初回 2回目

距離標（ｋｍ）
上り・

下り

事前

通行

規制

の有無

緊急

輸送

道路

の有無

バス

路線

の有無
供用

期間

初回

交通量

（平日

/12h）

吹付工
防災

カルテ

番号

別種

対策

工の

有無

定期点検結果

施設

延長

（ｍ）

施設

高さ

（ｍ）

完成

年度

3回目 4回目 5回目

対策工事実施状況
重点監視結果（変状進行の有無）
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表-7.7 様式-3-3 管理カルテ：要対策箇所位置図 

-

全管理箇所数 -

点検未実施箇所数（残数）

点検実施箇所数累計 -

点検実施箇所（健全性　Ⅰ～Ⅳ　合計）

Ⅳ：特ⅳ
要対策箇所

Ⅲ：ⅳ

Ⅱ：ⅲ

H　年度 合計

Ⅰ：ⅰ

点　 検
箇所数

健全性区分 H　年度 H　年度 H　年度 H　年度

Ⅰ：ⅱ

要対策箇所数 合計

H　年度 H　年度 H　年度 合計

要対策
箇所数

路線名称
緊急輸送

道路の有無
バス路線
の有無

H　年度 H　年度

事務所名 年度 要対策箇所位置図 （管内図）点検年度
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付録-1 健全性区分と変状写真例 

変状の健全性の診断区分を変状の写真例を用いて付表-1.1～付表-1.7 示す。 

付-1



 
 

付表-1.1 変状の種類及び現象と健全性の診断区分 [クラック] 

変状の種類 変状の現象 
健全性

区 分
写真等 

クラック 

無方向・亀甲状・格子状のクラッ

ク、ヘアークラック、遊離石灰を

伴うヘアークラック有り 

ⅰ  

開口クラック有り ⅱ  

植生・湧水・地山露出を伴うクラ

ック有り 
ⅲ  

法肩水平連続開口クラック、段差

等を伴う開口クラック有り 
ⅳ  

円弧状・馬蹄形・一連のブロック

形のクラック有り 
特ⅳ  

 

開口クラック

（植生・背面 
土砂露出） 

 

格子状のクラックおよび 

遊離石灰を伴うクラック 

水平連続開口亀裂（段差を伴う） 
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付表-1.2 変状の種類及び現象と健全性の診断区分 [目地の変状] 

変状の種類 変状の現象 
健全性

区 分
写真等 

目地部の変状 

目地の損傷、周辺の多少の剥離有

り 
ⅰ  

目地の損傷、周辺の著しい剥離有

り 
ⅱ  

目地に植生の侵入有り ⅲ  

 

目地周辺の剥離が著しく、 

ラス（金網）の露出を伴う 
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付表-1.3 変状の種類及び現象と健全性の診断区分 [剥離・剥落] 

変状の種類 変状の現象 
健全性

区 分
写真等 

剥離・剥落 

遊離石灰を伴う劣化・剥離有り ⅰ  

施工打継ぎ目・クラックに沿う剥

離、ラス露出を伴う剥離有り 
ⅱ  

凍害作用等の影響による著しい
剥離・剥落（まだら状の表面剥
落の発生等）有り 

ⅲ  

 

 

剥離 

剥落 
剥落 

施工打継ぎ目に沿う剥離 
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付表-1.4 変状の種類及び現象と健全性の診断区分 [スケーリング] 

変状の種類 変状の現象 
健全性

区 分
写真等 

スケーリング 

スケーリング有り（面積が調査範

囲の 10％未満） 
ⅰ  

スケーリング有り（面積が調査範

囲の 10％以上） 
ⅱ  

 

付表-1.5 変状の種類及び現象と健全性の診断区分 [水抜きの変状] 

変状の種類 変状の現象 
健全性

区 分
写真等 

水抜き孔の変状 

苔類の密生有り ⅰ  

土砂流出、ほぼ常時湧水、植生繁

茂・目詰まり、降雨時に湧水有り
ⅲ  

 

流出土砂による 
目詰まり 
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付表-1.6 変状の種類及び現象と健全性の診断区分 [スライド] 

変状の種類 変状の現象 
健全性

区 分
写真等 

スライド スライド（せり出し）有り ⅳ  

 

付表-1.7 変状の種類及び現象と健全性の診断区分 [はらみ出し] 

変状の種類 変状の現象 
健全性

区 分
写真等 

はらみ出し はらみ出し有り 特ⅳ  

 

参考文献 

1） コンクリート吹付け法面の劣化実態と点検補修 [H7.2]：地盤工学会土と基礎（日本道路

公団）,5p-8p 

2） 老朽化吹付け法面の調査・対策の手引き[H18.9]：鹿島出版会,6p 

3） 熱赤外線影像法による吹付のり面老朽化診断マニュアル[H8.1]：建設省土木研究

所,42p,44p,61p 

4） 道路のり面工・土工構造物の調査要領（案）（参考資料）[H25.2]：国土交通省 国道・

防災課,7p 

 

 

スライド 
（前面へのせり出し）

 

はらみ出し 
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付録-2 吹付工法の概要 

（1）適用基準 

モルタル・コンクリート吹付の基準は、愛知県の「道路構造の手引き 第 8 編 の

り面保護・擁壁 [H23.4],愛知県建設部」を適用し、手引きに明記されない事項は、

「道路土工 切土工・斜面安定工指針 [H21.6],（社）日本道路協会」によるものと

されている。 

付表-2.1 に愛知県の「道路構造の手引き」と「道路土工」のほか、道路土工の吹

付に関する範囲の元となった「落石対策便覧」による基準の変遷を示す。 

付表-2.1 モルタル・コンクリート吹付 基準の変遷 

文献資料名 
道路土工 

切土工・斜面安定工針 道路構造の手引き 落石対策便覧 

発行者 （社）日本道路協会 愛知県建設部 （社）日本道路協会 
発行年月 H11.3 H21.6 H7.4 H16.4 H23.4 S58.7 H12.6 

セ
メ
ン
ト 

使用料 400kg/m3以上 360～400kg/m3 ―  

水セメント比 60％以下 45～60％ ― 

モルタル: 
45～50％程度 
コンクリート：
45～50％程度 

テーブルフロー
値:120ｍｍ 

圧縮強度 15N/mm2程度以上 15N/mm2程度以上 ― ― 15N/m2程度以上

骨
材 

モルタル 

C:S=1:4 
（重量比） 
細骨材の粗粒率：
2.5～3.1程度 

細骨材の粗粒率:
2.5～3.1程度 

― 
C:S=1:3～4 
（重量比） 

C:S=1:4 
（重量比） 

コンクリート
C:S:G= 
1:4:1～2 
（重量比） 

― ― 
C:S:G= 
1:3:１～1:5:2
（重量比） 

C:S:G= 
1:4:1～2 
（重量比） 

吹
付
厚 

モルタル 
8～10㎝ 
(寒冷地域:10cm以上) 

標準のり面: 
8㎝ 

暫定のり面:
8～10㎝ 
(標準:8㎝) 
仮設のり面:
3～5㎝ 
（標準:3㎝）

8～10㎝ 
(標準:8㎝)
 
仮設のり面:
3～5㎝ 
（標準:3㎝）

5～10cm  8～10㎝ 

コンクリート10～20㎝ 

標準のり面:10cm
(岩の凹凸が著しい
場合:15～20㎝）
積雪寒冷地 
稲武町,東栄町，設
楽町,旭町,津具村,
豊根村,富山村は維
持管理を踏まえコ
ンクリート吹付を
標準とする。 

一般のり面：
10～20㎝ 
(標準:10㎝)
(岩の凹凸が
著しい場合:
15～20㎝) 

10～20㎝ 
(標準:10㎝)
(岩の凹凸が
著しい場合:
15～20㎝) 

10～20㎝ 

アンカー 
（アンカーバ

ー） 
― 

D16×40㎝ 
30本／100ｍ2 

― 

補助アンカー 
（アンカーピン）

1～2本／1ｍ２ 
D9×20㎝ 
150本／100ｍ2 

― 

金網（ラス） 菱形 菱形φ2㎜  網目：50㎜ ― 

水抜き孔 1個/2～4ｍ2 
φ40～50㎜程度
1個/2～4ｍ2 

φ50㎜ 
1個/3ｍ2以上 (塩ビ管) 

1個/2～4ｍ2 1個/2～4ｍ2

(塩ビ管) 

伸縮目地 
1箇所/10～20m 
(施工面積が広く平滑は場合） 

エラストタイト等の伸縮目地材 
20ｍ以下の間隔 

― 

・セメント、骨材の基準は、「道路構造の手引き」には特に明示されていないため、

平成 23 年 4 月改訂の「道路土工」の記載内容が参考となる。 
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（2）適用目的 

「道路土工 切土工・斜面安定工指針[H21.6],（社）日本道路協会」では、風化、

浸食、表流水の浸透防止を目的とする。 

（3）選定条件 

「道路構造の手引き第 8 編 のり面保護・擁壁[H23.4],愛知県建設部」では、の

り面の危険が少なく、のり面の湧水がなく、風化しやすい岩、風化してはげ落ちる

おそれのある岩、ならびに植生が適さない箇所などに用いる。 

また、「落石対策便覧[H12.6],（社）日本道路協会」では、モルタル吹付は、地

盤が軟岩以上の良好な、のり面自体が十分安定した、気象条件（寒暖の差の少ない）

も良く、湧水処理も可能な場所に適用し、設計上土圧は考えない。コンクリート吹

付は、地盤が軟岩より良好であることを原則とするが、固結度の高い砂質土や礫混

じり土以上にも計画できる。しかし、この場合、風化の程度や湧水、気象条件、の

り面勾配等を考慮して、他の工種と比較検討を行い、設計上土圧は考えない。 

（4）材料及び構造 

材料及び構造は、1）「道路構造の手引き 第 8 編 のり面保護・擁壁[H23.4],愛

知県建設部」によるものとした。手引きに明記されていない記述は、2）「道路土工 

切土工・斜面安定工指針[H21.6],（社）日本道路協会」、3）「落石対策便覧[H12.6],

（社）日本道路協会」を参考とした。 

・セメント：セメント使用量 360～420kg/m3、水-セメント比 45～60％、圧縮強度

15N/mm2以上を目安とする。※資料 2）モルタル吹付けのセメント-細骨材の割合 1：4

（重量比）、コンクリート吹付けのセメント-細骨材-粗骨材（最大寸法 15mm）の

割合 1：4：1～2（重量比）※資料 3） 

・細骨材：細粒分を多く含まない良質な細骨材を用いる※資料 2）。 

・アンカー（アンカーバー）：φ16mm×40cm、30 本/100ｍ2 

・補強アンカー（アンカーピン）：φ9mm×20cm、150 本/100ｍ2 

・金網（ラス）：菱形金網φ2mm♯×50mm（JIS G 3552）。 

・水抜孔：硬質塩化ビニール管φ50mm、1 個/3m2以上 

・目地：コンクリート用目地材エラストタイト等を使用する。縦目地を 20m 以下の間

隔で設け、のり面と小段を一体として施工する場合は、小段に横目地を設けること

が望ましい。凹凸の著しい岩盤吹付箇所は、温度変化による応力が吸収されるので

省いてもよい。 

※目地は、抜け落ちや植物の侵入の原因となり弱点となる場合がある。 
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モルタル吹付とコンクリート吹付の使い分けは、のり面保護の期間、地山の岩質、

節理、風化の状況等により決定するものとするが、一般的には下記によることが望ま

しい。 

付表-2.2 吹付厚の標準 

使い分け 吹付厚 適  用 

コンクリート吹付け 10～20cm 標準：10cm,岩の凹凸が著しい場合：15～20cm

モルタル吹付け 8～10cm 標準：8bm 

モルタル吹付け(仮設のり面に適用) 3～5cm 標準：3cm 

（道路構造の手引き第 8 編 のり面保護・擁壁[H23.4],愛知県建設部） 

なお、「落石対策便覧[H12.6],（社）日本道路協会」によれば、吹付工法の選定や

設計にあたっては、その目的、岩質、地質状況、亀裂の多少、斜面の安定度合、浮石

の有無、湧水の状況、集水のし易さ、凍結があるか否か、降雨の多少、塩害の影響、

施工条件、経済性、景観等の環境条件等を念頭におき、その条件に適した吹付工法を

検討する必要がある。吹付の標準的な厚さはモルタル吹付工 8～10cm、コンクリート

吹付工 10～20cm であり、前記条件や凹凸の程度、過去の実績等を考慮して決定され

るが、その概略吹付厚は付図-1.2 あるいは付図-2.3 を参考に決められることもある。

とされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 
付図-2.2 地山の状態と吹付厚     付図-2.3 斜面の勾配と吹付厚さ 

(落石対策便覧[H12.6],（社）日本道路協会) 

また、「道路土工 切土工・斜面安定工指針[H21.6],（社）日本道路協会」によれ

ば、寒冷地域等気象条件の厳しい地域におけるモルタル吹付工の吹付厚さ 10cm 以上

必要とされている。 

付図-2.1 吹付工の例 

補強アンカー 

水抜き孔 

金網

アンカー 

＜吹付厚＞ 

・モルタル吹付：8～10cm（標準 8cm） 

・コンクリート吹付：10～20cm（標準 10cm） 

※岩の凹凸が著しい場合 15～20cm 
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（5）湧水対策 

「道路土工 切土工・斜面安定工指針[H21.6],（社）日本道路協会」によれば、

標準として、直径 40～50mm 程度の水抜きパイプを 2～4m2に 1 個以上の割合で設置

する。のり肩の処理は地山まで完全に巻き込むように吹付ける。 

また、「落石対策便覧[H12.6],（社）日本道路協会」によれば、湧水状況により

水抜きパイプの本数を増加させたり、背面排水等の処理（防水シート等使用）や排

水溝が施工される。 

（6）凍結融解（凍害） 

コンクリート中の水分が長年にわた

る凍結と融解の繰り返しによってコン

クリートが徐々に劣化する現象が凍害

である。 

凍害を受けると、コンクリート表面

に微細ひび割れ、スケーリング等の劣

化現象が顕在化する。これらは、コン

クリートのペースト部分が劣化するも

のであり、コンクリートの水セメント

比が大きい場合や適切に気泡が混入さ

れていない場合に多く発生する。 

なお、愛知県の場合、付図-2.4 を参考にすると、凍害危険度は「ごく軽微」に区

分されるが、北部の高標高部では注意が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凍結融解によるスケーリングの例 

（熱赤外線映像法による吹付法面老朽化診

断マニュアル[H8.1],建設省土木研究所）

付図-2.4 凍害危険度マップ 

（建築工事標準仕様書・同解説 JASS5,鉄筋コンクリート工事[H9],日本建築学会） 
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（7）施工 

「道路土工 切土工・斜面安定工指針[H21.6],（社）日本道路協会」によれば、

吹付の方法には乾式と湿式があり、のり面での施工は湿式が一般的である。 

吹付作業は上部から行い、所定の厚さを一度に吹付けることを標準とし、吹付を

打ち切る場合には直ちに止めないで、施工継手等で打ち止める必要がある。中間に

継手を作る場合は、弱部とならないよう十分に清掃する。吹付時にはね返った材料

は除去し、落ちた骨材は再使用しない。吹付厚が 15cm 以上でずり落ちが懸念される

場合は、必要に応じて金網の下に鉄筋を配置するなどの対応が望ましい。 

また、吹付工の耐久性は、配合、現場条件、吹付機械の性能、作業員の熟練度と

能力のほか、施工時の気象条件にも大きく影響される。モルタルやコンクリートは、

急激な乾燥や凍結に対して弱く、養生が不十分だと亀裂や剥離を生じる。従って、

次の場合は吹付作業を行わないものとしている。 

・強風で正常な吹付作業を著しく妨げる場合 

・気温が氷点に近く、適切な養生ができない場合 

・雨が激しく、吹付面からセメントが洗い流されるような場合 

・晴天で風が強く、乾燥が著しい場合 

（8）耐用年数 

吹付工の耐用年数について、明確に示された基準や資料はないが、「切土のり面

吹付コンクリートの安定性について[H16.9],日本道路公団試験研究所」によれば、

モルタル・コンクリート吹付自体の劣化要因として凍害や中性化が考えられるが、

凍害によるスケーリングやコンクリートの中性化の進行速度は、1mm/年程度であり、

金網まで（40～50mm）到達する年数は 40～50 年かかることが示されている。 

 

参考文献 

1） 道路構造の手引き 第 8 編 のり面保護・擁壁 [H23.4]：愛知県建設部,490p

（[H16.4]431p-432p,[H7.4]378p-379p） 

2） 道路土工 切土工・斜面安定工指針[H21.6]：（社）日本道路協会,301p-303p

（[H11.3]253p-255p） 

3） 落石対策便覧[H12.6]：（社）日本道路協会,119p-122p（[S58.7]110p-112p） 

4） 建築工事標準仕様書・同解説 JASS5,鉄 筋コンクリート工事[H9]：日本建築学

会,530p-537p 

5） 熱赤外線影像法による吹付のり面老朽化診断マニュアル[H8.1]：建設省土木研究所,42p 
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付録-3 本県の地質の概要 

（1）建設事務所管内毎の地質的特徴 

愛知県内の建設事務所管内毎の地質的特徴をまとめて付表-3.1 に示す。 

付表-3.1 建設事務所管内毎の地質的特徴 

区分 
建設 

事務所名 
主な分布地質 吹付背面における風化の特徴 

① 尾張 

○西部、中部には、完新世～更新世の未

固結堆積物（砂・粘土・礫）が分布す

る。 

○東部は、新第三紀の堆積岩類（砂岩・

泥岩・凝灰岩）と一部、花崗岩類～変

成岩類が分布する。 

○完新世～更新世の未固結堆積物分布域は、元来、吹

付けには不適であり、吹付法面は殆どないと考えら

れる。 

○新第三紀の堆積岩類のうち、泥岩・凝灰岩は、乾湿

の繰り返しにより細片化・泥濘化するスレーキング

特性をもつため、風化の進行により土砂化する。 

② 一宮 
○完新世の未固結堆積物（砂・粘土・礫）

が分布する。 

○元来、吹付には不適であり、吹付法面は殆どないと

考えられる。 

③ 海部 
○完新世の未固結堆積物（砂・粘土・礫）

が分布する。 

○元来、吹付には不適であり、吹付法面は殆どないと

考えられる。 

④ 知多 

○海岸～沢沿いの低地部には、完新世の

未固結堆積物が分布し、一部、更新世

の未固結堆積物（段丘堆積物）が台地

を形成する。 

○ほぼ全域に新第三紀の堆積岩類（砂

岩・泥岩・凝灰岩）が分布する。 

○完新世～更新世の未固結堆積物分布域は、元来、吹

付けには不適であり、吹付け法面は殆どないと考え

られる。 

 

○新第三紀の堆積岩類のうち、泥岩・凝灰岩は、乾湿

の繰り返しにより細片化・泥濘化するスレーキング

特性をもつため、風化の進行により土砂化する。 

⑤ 西三河 

○西部には、完新世の未固結堆積物（砂・

粘土・礫）が分布する。 

○中部～東部の全域に、花崗岩類～片麻

岩類が分布する。 

○完新世の未固結堆積物分布域は、元来、吹付には不

適であり、吹付法面は殆どないと考えられる。 

○花崗岩類及び一部片麻岩類は、風化すると礫混じり

砂状にマサ化（土砂化）する。 

⑥ 知立 

○低地部に完新世の未固結堆積物（砂・

粘土・礫）が分布し、ほぼ全域に更新

世の未固結堆積物（砂・粘土・礫）が

分布する。 

○元来、吹付には不適であり、吹付法面は殆どないと

考えられる。 

⑦ 豊田加茂 

○南西部に完新世～更新世の未固結堆積

物（砂・粘土・礫）が分布する。 

○西部の一部に新第三紀の堆積岩類（砂

岩・泥岩・凝灰岩）が分布する。 

○中部～東部の広い範囲に花崗岩類～片

麻岩類が分布する。 

○南西部に完新世～更新世の未固結堆積物（砂・粘

土・礫）が分布する。 

○西部の一部に新第三紀の堆積岩類（砂岩・泥岩・凝

灰岩）が分布する。 

○中部～東部の広い範囲に花崗岩類～片麻岩類が分

布する。 

⑧ 新城設楽 

○中央部に火山岩類（安山岩・玄武岩等）

が分布する。 

○火山岩類の周辺部には、新第三紀の堆

積岩類（砂岩・泥岩・凝灰岩）が分布

する。 

○南部には、変成岩類～片岩類のほか、

付加体堆積物が分布する。 

○中部～北部の広い範囲に花崗岩類～片

麻岩類が分布する。 

○火山岩類のうち、亀裂質な地山では亀裂を介して、

比較的深部まで風化や緩みを伴う。 

○新第三紀の堆積岩類のうち、泥岩・凝灰岩は、乾湿

の繰り返しにより細片化・泥濘化するスレーキング

特性をもつため、風化の進行により土砂化する。 

○変成岩類～片岩類、付加体堆積物は、亀裂質なため、

亀裂を介して、比較的深部まで風化や緩みを伴う。

○花崗岩類及び一部片麻岩類は、風化すると礫混じり

砂状にマサ化（土砂化）する。 

⑨ 東三河 

○大部分に完新世～更新世の未固結堆積

物が分布する。 

 

○西部の一部に火山岩類（安山岩・玄武

岩等）が分布する。 

○東部に付加体堆積物が分布する。 

○完新世～更新世の未固結堆積物分布域は、元来、吹

付には不適であり、吹付法面は殆どないと考えられ

る。 

○火山岩類のうち、亀裂質な地山では亀裂を介して、

比較的深部まで風化や緩みを伴う。 

○付加体堆積物は、亀裂質なため、亀裂を介して、比

較的深部まで風化や緩みを伴う。 

本県に分布する地質の中で、吹付モルタル・コンクリートの崩落に影響する地質の

風化深度及び速度について以下に示す。 

○新第三紀の堆積軟岩 

新第三紀の堆積軟岩（泥岩・砂岩・凝灰岩）は、風化により細片化・泥濘化するス

レーキング特性をもつ。「吹付コンクリートの安定性と劣化状況[Ｈ18.7],土木学会論

文集（NEXCO 他）」によれば、本地質の風化は、地山表面から 2～4ｍまで進行し、そ
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の到達時間は切土後約 8 年で、最も早いと約 3 年でスライド現象（地山と吹付の付着

力低下による吹付の滑動現象）がみられる場合がある。 

○花崗岩類及び一部片麻岩類 

花崗岩類と一部片麻岩類は、風化により石英や長石を主体として砂状を呈し、土砂

化する。新第三紀の堆積岩類と同様、風化深度は 2～4ｍで、その風化速度は約 8 年で

ある。 

○変成岩類、片岩類、付加体堆積物、一部火山岩類 

変成岩類、片岩類、付加体堆積物、一部火山岩類は、亀裂質なため、切土時の応力

解放（緩み）が顕著であり、地山表面から 5ｍ程度とやや深くまで風化が進行する。

その速度は約 15 年であり、15～20 年でスライド現象がみられる場合がある。 

 

（2）愛知県の地質図 

愛知県の地質図を付図-3.1 に示す。 

 

参考文献 

1） 吹付コンクリートの安定性と劣化状況[Ｈ18.7]：土木学会論文集（NEXCO 他）,454p-456p 

2） 地質 Navi Ver.1.0.1 ：独立行政法人 産業技術総合研究所,地質調査総合センターHP 
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付図-3.1 愛知県内の地質図 

（地質 Navi Ver.1.0.1,独立行政法人 産業技術総合研究所/地質調査総合センターHP より転載加筆） 

⑨ 東三河建設事務所

知立建設事務所

⑦ 豊田加茂建設事務所

⑧ 新城設楽建設事務所

区分 事務所名

① 尾張建設事務所

② 一宮建設事務所

③ 海部建設事務所

④ 知多建設事務所

⑤ 西三河建設事務所

⑥

風化の特徴

火山岩類（安山岩、玄武岩等）

花崗岩～片麻岩類（領家）

変成岩～片岩類（三波川）

付加体堆積物

（元来、未固結）

（元来、未固結）

スレーキングにより
細片化・泥濘化

亀裂質な場合、深部まで
風化・緩み進行

マサ化により土砂化

亀裂質で深部まで
風化・緩み進行

亀裂質で深部まで
風化・緩み進行

D

A

B

C

区分 主な地質

完新世の未固結堆積物

更新世の未固結堆積物

新第三紀の堆積岩類
（泥岩、砂岩、凝灰岩等）

G

E

F

Ｃ 

Ｅ 

Ｃ 

Ｃ 
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付録-4 吹付法面の老朽化現象 

吹付法面の変状現象について、「熱赤外線映像法による吹付のり面老朽化診断マニュア

ル[H8.1],建設省土木研究所」に記載の内容を示す。 

1．吹付モルタルの老朽化 

吹付法面の特徴は、自然斜面、切土法面に型枠を用いず、短期的に大面積を覆い、

地山を風化、浸食から保護することにあった。しかし、施工後十数年経過した吹付法

面に多くの老朽化現象が発生し、道路施設や急傾斜地での家屋にも被害が及んだ例も

報告されている。また、これらの現象は経過年数と比例し、年々拡大傾向にある。吹

付モルタルの老朽化は、吹付モルタル自体に起因する事例が最も多く、老朽化の進行

とともに背後地山に与える影響も多大となっている。吹付法面の老朽化の現象として

は、主としてひびわれ、表面剥離に分類される。 

（1）ひびわれ 

吹付法面のひびわれの発生原因として、次のようなことがあげられる。 

・全セメント硬化体の体積に比較し、表面積が非常に大きいため、乾燥収縮が発

生しやすい（薄くて広い）。 

・一般的な養生が不可能であり、自然条件による温度変化に対応できない。 

・自然斜面の場合、凹凸が多く、一定の施工厚さの管理ができず、厚薄緻密差を

生じる。 

・硬化時の乾燥収縮に対応できる構造が難しい。 

・不適切な時期の施工も少なくない。 

・配合のばらつきが大きく、比較的富配合での施工が多い。 

吹付法面のひびわれ発生原因は十分に解明されていないが、施工直後に発生する

ひびわれと硬化後に発生するひびわれとに分けて考えることができる。硬化中に発

生するひびわれには、補強金網などの移動、施工中の材料のダレ、地山の変形など

によるものが多い。硬化後に発生するひびわれには乾燥収縮によるひびわれがある。

乾燥収縮によるひびわれは、ひびわれ幅を増加させるものでないが、数年後の内部

補強材の腐食が進行するとともに、地山への通水、通風が自由となりひびわれ幅を

拡大する。吹付法面のひびわれの形状、一般的な発生場所、変状の特徴を分類し、

付表-3.1 に整理する。 

（2）表面剥離 

吹付法面の表面剥離の発生原因は次のようなものが考えられる。 

・凍上凍結作用を受ける湧水発生箇所 

・リバウンドの付着により吹付けモルタル内に、スのある打継目 

・吹付直後の養生の不足 

・植物の混入 

・冬季間の不適切な時期の施工 
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一般に、吹付法面の表面剥離は寒冷地での冬季間の凍結、融解作用による表面劣

化に起因する場合が多い。 

凍害は、降雨・降雪などによりモルタル内部の空隙に供給された水が凍結・融解

を繰り返すことによって発生する。これらの作用が吹付モルタルの抵抗能力を上回

る場合、モルタルは徐々に表面から剥離する。 

付表-4.1 吹付法面に発生するひびわれの分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．地山の風化による老朽化 

吹付法面は地山の浸食や風化を防止する目的で施工されるものであるが、条件によ

っては吹付の背後で地山の風化が進行する場合がある。吹付背後において地山の風化

が進行すると法面が安定勾配を維持できなくなり、崩壊に至ることもある。 

地山の風化はもともと風化しやすい花崗岩などの地山条件に施工された吹付法面で

発生する場合が多い。また、地山の風化を促進する要因としては、表流水の流入や地

下水、吹付表面の開口ひびわれ、植生の侵入などがある。 

吹付背後で進行する地山の風化は地山条件によって多様な形態を示す。 

平成 5 年に建設省道路局国道第 1 課、第 2 課、地方道課の協力のもと全国の道路吹

付法面の実態調査を行った。 
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この結果、吹付法面の老朽化は付図-3.1 に示す 6 つのパターンに分類することがで

きた。付図-4.1 に示されるとおり、モルタル自体の劣化による老朽化以外は、いずれ

の老朽化パターンも地山条件に強く依存している。 

このことは、吹付法面の老朽化を評価する場合に、吹付表面の劣化現象と同時に、

吹付背後の地山に起因する老朽化についても考察を行う必要があることを示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図-4.1 吹付法面の老朽化事例の分類 

 

参考文献 

1） 熱赤外線影像法による吹付のり面老朽化診断マニュアル[H8.1]：建設省土木研究

所,6p-8p 
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付録-5 吹付法面の崩壊形態 

吹付法面の崩壊形態について、「熱赤外線映像法による吹付のり面老朽化診断マニュア

ル[H8.1],建設省土木研究所」に記載の内容を示す。 

1．崩壊形態 

吹付法面は、開口亀裂の発生や表面剥離などの吹付モルタルの老朽化現象により、

法面保護工としての機能を次第に失っていく。吹付モルタルが老朽化すると、吹付モ

ルタル背面の空洞化や地山の風化が加速され、吹付モルタルの崩落や地山の崩壊が発

生する。また、吹付モルタルが老朽化していない場合においても、背後からの地下水

の浸入などの要因により地山が次第に風化し、崩壊が発生する場合がある。これらの

崩壊は、付図-4.1（付録-4 以下同じ）に示すモルタル崩落、地山表層の土砂化によ

る法面自体の崩壊、落石といった地山浅部の崩壊が多い。 

このような地山浅部の崩壊の他に、付図-4.1 に示す深層の破砕帯などによる法面自

体の深い崩壊がある。この崩壊は、吹付した地山が不安定化しやすい特性を持つ場合

に発生する。 

以上の崩壊は、モルタル自体の劣化による崩落を除き、いずれも地山の地質条件に

起因して発生する。また、崩壊の前兆現象として吹付モルタルにひびわれ、はらみだ

しなどが現れることが多い。 

吹付法面の老朽化と崩壊の関係を図に示すと、付図-5.1 のようになる。 

以下に、吹付法面の崩壊形態をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                    地山の風化促進 

吹付背後の土圧発生 

 

 

 

 

 

付図-5.1 吹付法面の老朽化と崩壊の関係 

法面の老朽化の要因 

施工 吹付厚・施工時期 
気象 降雨・降雪・気温 
地山 風化しやすい地質 

    潜在的な地すべり 

法面の老朽化 

開口亀裂 
吹付モルタルの剥落 

 吹付モルタルのせりだし 

法面の崩壊 

地山浅部の崩壊 
 （浸食、落石、表層崩壊）

 地山深部の崩壊 
 （地すべり、転倒崩壊） 
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（1）地山浅部の崩壊形態 

①吹付モルタル自体の劣化による崩落 

吹付モルタルは、構造上の特性、施工条件、環境条件などの要因により次第

に劣化する。吹付モルタルの劣化により、モルタル表面に剥離やひびわれが発

生する。特にモルタルの剥離・剥落は、凍結融解の繰り返しや施工時のモルタ

ル表面の凍上に起因して発生するものが多い。したがって、吹付モルタル自体

の劣化による崩落は、寒冷地において多く発生する。付図-5.2 に吹付モルタル

自体の劣化による崩落の模式図を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②地山とモルタルの密着不良によるモルタル崩落 

吹付モルタル背後に発生した空洞や地山の土砂化により、吹付モルタルと地

山との付着力が減少し、吹付モルタルの崩落が発生する。 
吹付モルタル背後の空洞は、地山を構成する土砂の吸い出しや、凍上によっ

てモルタルが押し上げられることにより生じる。土砂の吸い出しは、モルタル

に生じたひびわれからの浸透水や地山背後から浸透してくる地下水により起こ

る。このため、地山が土砂化しやすい固結度の低い砂岩や凝灰岩、風化の進ん

だ花崗岩などから構成されている場合に発生しやすい。また、凍上による空洞

は、寒冷地における地山の湧水箇所において多発する傾向にある。 
一方、地山の土砂化は、地山の風化が進行することにより起こる。また、地

山の風化は、モルタル自体の劣化により加速される。ただし、地山背後からの

地下水の浸透などにより、モルタル自体に劣化が認められない場合でも、地山

の土砂化が進んでいる場合がある。 
土砂化しやすい地質としては、泥岩、固結度の低い砂岩や凝灰岩、風化の進

んだ花崗岩などがある。付図-5.3 に地山とモルタルの密着不良によるモルタル

崩落の模式図を示す。 

付図-5.2 吹付モルタル自体の劣化による崩落 
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③地山表層の土砂化による法面崩壊 

地山表層部の崩壊は、モルタル自体の劣化や地山背後からの地下水の浸透な

どにより、地山表層部が土砂化することにより発生する。 
このような崩壊は、固結度が低く風化しやすい泥岩や砂岩、凝灰岩、風化の

進んだ花崗岩などにより構成されている場合に多く発生する。特に、新第三紀

の泥岩は、乾湿の繰り返しにより土砂化し、このような表層崩壊を起こしやす

い。また、このような表層崩壊は、風化の進行と崩壊を繰り返しながら次第に

広範囲に、かつ、地山の深部に拡がる傾向を示す。付図-5.4 に表層崩壊の模式

図を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付図-5.3 地山とモルタルの密着不良によるモルタル崩落 

付図-5.4 吹付法面の老朽化による表層崩壊 

地山背面の風化の進行 土砂部の崩壊 
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④落石型の崩壊 

吹付モルタルの剥落により地山が露出し、地山が浸食や凍上を受けることに

よって発生する。また、風化の進行により地山の固結度が低下した場合にも起

こる。 
落石型の崩壊は、地山が、礫岩やマサなどの転石を含んだ地質や固結度の低

い砂岩泥岩互層により構成されている場合に多い。このうち、地山が転石を含

んだ地質から構成されている場合には、表流水による細粒分の浸食や凍上によ

り、転石が浮石状になって落石が発生する。一方、地山が固結度の低い砂岩泥

岩互層から構成される場合には、砂岩と泥岩の固結度の差により差別浸食が起

こり、相対的に固結度の高い地質がオーバーハング状に取り残されることによ

り発生する。 
また、地山が粘板岩や花崗岩などの硬質な岩盤である場合でも、亀裂が発達

している場合には亀裂内の地下水の凍上により亀裂が拡大し岩塊の落下が発生

する。付図-5.5 に落石・浸食の模式図を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）地山深部の崩壊形態 

地すべりや転倒崩壊などの深層崩壊は、吹付法面に土圧を作用させ、吹付モル

タルの開口亀裂や迫り出しといった変状が発生する。以下に、地すべりおよび転

倒崩壊についてまとめる。 

付図-5.5 吹付法面の老朽化による落石・浸食 
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①地すべり 

地山が、古い地すべりの堆積物や崖錐堆積物、流れ盤構造の岩盤から構成され

ている場合には、切土によって地すべりが発生しやすい。このような地すべりは、

地山を切土した直後は安定していても、潜在する地すべり面や地層境界面の強度

低下、または、地下水位の上昇などの誘因により不安定化する。この場合、切土

法面に現れたすべり面を観察するとすべり面に沿って地下水の滲み出しが確認さ

れる場合が多い。付図-5.6 に地すべりによる吹付法面の変状模式図を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

②転倒崩壊 

岩盤には節理や亀裂、層理面など、多くの弱線が発達している。このような弱

線が、鉛直および水平方向に発達している場合、転倒崩壊が発生しやすい。転倒

崩壊による吹付モルタルの変状としては、開口亀裂やモルタルの迫り出し、モル

タル背面の空洞化が想定される。付図-5.7 に転倒崩壊による吹付法面の変状模式

図を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考文献 

1） 熱赤外線影像法による吹付のり面老朽化診断マニュアル[H8.1]：建設省土木研究
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付図-5.7 転倒崩壊による吹付法面変状模式図 

付図-5.6 地すべりによる吹付法面変状模式図 
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付録-6  吹付法面管理カルテ記載マニュアル 

各記録様式の中の記載項目の説明、選択方式の説明からなる記載マニュアルは以下

のとおりである。 

(1) 記載項目の説明 

①様式-1「法面箇所台帳」 

●発注者から貸与された「法面箇所台帳」を使用する。点検の際に、記入漏れ、修

正事項等を発見した場合は、監督員に報告の上、修正する。 

●基本情報 

・事務所名：建設事務所の名称（支所名を含む）を記入する。 

・整理番号：箇所毎の整理番号を記入する。 

※整理番号の付け方 

道路種別（国道：01、主要地方道：02、一般県道：03）、路線番号（3 桁）、

距離標（6 桁）、上下線の別（1 桁。上り線：1、下り線：2（上下線が分かれ

ていない場合は原則下り線計測））、末尾に道路の左右（右側：R、左側：L）

を付す。 

【例】国道 151 号、現道 56.333km の下り線（左側）→ 011510563332L 

・道路種別：道路種別を記入する。 

・路線番号：路線番号を 3 桁で記入する。 

・路線名称：路線名称を記入する。 

・上り・下り：上下線の別「上り」、「下り」を記入する。 

・所在地：市町村、大字、字を記入する。 

・距離標：箇所の起点、終点の距離標を下 3 桁まで記入する。 

・緯度経度：起点、終点、中点の緯度経度（世界界測地系）を下 6 桁まで記入する。 

・事前通行規制の有無：事前通行規制の有無を記入する。 

・緊急輸送道路の有無：緊急輸送道路の有無（1 次、2 次、無）を記入する。 

・バス路線の有無：バス路線の有無を記入する。 

・交通量：平日 12 時間交通量を記入する。 

・施設種別：施設種別を記入する（例：切土法面）。 

・施設種別詳細：施設種別の詳細を記入する（例：吹付工）。 

・完成年月：吹付法面の完成年月を記入する。 

・施設延長：施設の延長を記入する。 

・施設高さ：施設の高さを記入する。 

・道路防災点検の有無：道路防災点検の有無を記入する。 

・防災カルテ番号（ランク）：該当する場合には、防災カルテ番号と（ ）内にラ

ンク（1A、1B、2、3、4、0）を記入する。 

・別種対策工の工種：「落石防護柵」、「落石防護網」などの工種を記入する。 

※別種対策工は、崩落したモルタル片や土砂等から道路を防護する効果を有する防



 
 

護工に限定する。 

・補修年度、補修内容：補修を実施した箇所については、補修年度及び補修内容

を記入する。 

●平面図：構造物の位置、範囲がわかる道路台帳等を使用する。 

●位置図：1/50,000 の管内図等を使用する。 

●展開図（展開写真）：展開図または、展開写真を貼付する。 

●横断図：横断図を貼付する。 

②様式-2-1「点検調書：健全性判定表」 

●基本情報 

・事務所名：様式-1 に準じて建設事務所の名称（支所名を含む）を選択方式によ

り記入する。 

・整理番号：様式-1 に準じて箇所毎の整理番号を記入する。 

・道路種別：様式-1 に準じて道路種別を選択方式により記入する。 

・路線番号：様式-1 に準じて路線番号を記入する。 

・路線名称：様式-1 に準じて路線名称を記入する。 

・上り・下り：様式-1 に準じて上下線の別を選択方式により記入する。 

・所在地：様式-1 に準じて市町村、大字、字を記入する。 

・距離標：様式-1 に準じて箇所の起点、終点の距離標を記入する。 

・緯度経度：様式-1 に準じて起点、終点、中点の緯度経度（世界界測地系）を記入

する。 

・事前通行規制の有無：様式-1 に準じて事前通行規制の有無を選択方式により記

入する。 

・緊急輸送道路の有無：様式-1 に準じて緊急輸送道路の有無（1 次、2 次、無）を

選択方式により記入する。 

・バス路線の有無：様式-1 に準じてバス路線の有無を選択方式により記入する。 

・交通量：様式-1 に準じて平日 12 時間交通量を記入する。 

・施設種別：様式-1 に準じて施設種別を記入する。 

・施設種別詳細：様式-1 に準じて施設種別の詳細を記入する。 

・完成年月：様式-1 に準じて吹付法面の完成年月を記入する。 

・吹付工の供用期間：「10 年未満」、「10～19 年」、「20～29 年」、「30～39

年」、「40 年以上」、「不明」から該当するものを選択方式により記入する。 

・施設延長：様式-1 に準じて施設の延長を記入する。 

・施設高さ：様式-1 に準じて施設の高さを記入する。 

・道路防災点検の有無：様式-1 に準じて道路防災点検の有無を選択方式により記

入する。 

・防災カルテ番号（ランク）：様式-1 に準じて該当する場合には、防災カルテ番

号と（ ）内にランクを記入する。 
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・別種対策工の工種：様式-1 に準じて「落石防護柵」、「落石防護網」などの工

種を記入する。 

・様式-1 に準じて補修年度、補修内容：補修を実施した箇所については、補修年

度及び補修内容を記入する。 

●変状の種類及び現象と健全性の診断区分（チェックリスト）： 

・定期点検を行った回数（○回目）、年度を記入する。 

・チェックリストに示されている変状の現象の中で該当するものにチェックする。 

・最も評価の厳しい健全性の診断区分：チェックした変状の現象の中で最も低い健

全性区分（ⅰ、ⅱ、ⅲ、ⅳ、特ⅳ）を記入する（チェックリストへのチェックで

自動入力）。 

・2 回目以降は、初回の右列に初回と同様、回数（○回目）、点検年度、該当する

変状の現象にチェックし、最も低い健全性区分（ⅰ、ⅱ、ⅲ、ⅳ、特ⅳ）を記入

する（チェックリストへのチェックで自動入力）。 

・重点監視の場合も当該チェックリストを使用して定期点検結果の右列に記入す 

る。その際、定期点検と区別するために付表-6.2 に示すように回数の欄に「（監

視）」と記入する。 

●吹付法面毎の健全性の診断及び重点監視結果： 

・定期点検を行った回数（○回目）、年度を記入する。 

・健全性の診断区分：変状の種類及び現象と健全性の診断区分、吹付法面毎の健全

性の診断基準を基に健全性（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ）を記入（自動入力）する。 

・2 回目以降は、初回の右列に初回と同様、点検年度、健全性の診断区分を記入（自

動入力）する。 

・重点監視の場合も当該表を使用して定期点検結果の右列に記入（自動入力）す 

る。その際、定期点検と区別するために付表-6.2 に示すように回数の欄に「（監

視）」と記入（自動入力）する。 

・変状進行の有無（監視）：「有」、「無」を選択方式により記入する。 

●崩落等の要因（チェックリスト）： 

・定期点検を行った回数（○回目）、年度を記入する。 

・チェックリストに示されている「崩落等の要因」、「内容」の中で該当するもの

にチェックする。 

・健全性の判定に直接関係しないが、これらの変状（崩落）の要因は、発生する変

状の種類や場所を特定し、進行性を把握するのに重要であるため、点検時に確

認して、総合所見に記載する。 

・2 回目以降は、初回の右列に初回と同様、回数（○回目）、点検年度、該当する

内容にチェックする。 

・重点監視の場合も当該チェックリストを使用して定期点検結果の右列に記入す 

る。その際、定期点検と区別するために付表-6.2 に示すように回数の欄に「（監

視）」と記入（自動入力）する。 
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●最も評価の厳しい健全性の区分を示した変状の種類： 

・最も評価の厳しい健全性の区分を示した変状の種類を選択方式により記入する。 

●総合所見： 

・吹付法面全体の地形・地質の特徴、変状の種類、進行状況、変状（崩落等）の要

因、別種対策工による防護効果、対策の必要性等について総合的な所見を記載す

る。 

・2 回目以降の定期点検結果で確認される変状の進行程度、新たな現状の種類や程

度の他、環境条件の変化などについても記入する。 

●点検年月日、天候：定期点検の年月日を記入し、天候は「晴」、「曇」、「雨」

から該当するものを選択方式により記入する。 

●定期点検者：点検者の所属機関と氏名を記入する。 

 

なお、「変状の種類及び現象と健全性の診断区分」、「吹付法面毎の健全性の診

断及び重点監視結果」、「崩落等の要因」の記入欄は各 4 回分を確保している。記

入欄が不足した場合は、当該様式を複製し、初回の定期点検結果以外を消去して使

用する。 

③様式-2-2「点検調書：箇所別記録表」 

●基本情報：様式-2-1 に準ずる（自動記入）。 

●変状位置図（スケッチ）：吹付け法面の正面図と断面図をスケッチして、変状な

らびに写真撮影位置（写真番号）を記入する。 

●定期点検年月日、天候：最新の定期点検年月日、天候を記入する。 

●定期点検者：最新の定期点検者（所属機関、氏名）を記入する。 

●重点監視結果： 

・点検年月日および具体的な変状の進行状況を記入する。 

・2 回目以降は、初回の右列に初回と同様、点検年度、変状の進行状況を記入する。 

③様式-2-3「点検調書：記録写真」 

●基本情報：様式-2-1 に準ずる（自動記入）。 

●変状箇所等の写真：点検時に撮影した写真を貼り付けて、コメントを記入欄に記

入する。 

●写真番号：様式-2-2 の変状位置図（スケッチ）に記入した写真番号を記入する。 

●変状の種類：「クラック」、「目地部の変状」、「剥離・剥落」、「スケーリン

グ」、「水抜き孔の変状」、「スライド」、「はらみ出し」から該

当するものを選択する。 

●健全性区分：「ⅰ」、「ⅱ」、「ⅲ」、「ⅳ」、「特ⅳ」から該当するものを選

択する。 

●点検年月日：最新の点検年月日を記入する。 

④様式-3-1「管理カルテ：点検・調査、補修・補強履歴表」 

付-26



 
 

●基本情報：様式-2-1 に準ずる（自動記入）。 

●点検・調査、補修・補強等履歴： 

・点検、詳細調査、補修・補強などの主要な履歴の「番号」（整理番号）、「年月

日」、「種別・名称」、「内容」、「記載者」を記入する。 

・内容は、点検・調査の総合所見、補修・補強等の内容について記入する。 

⑤様式-3-2「管理カルテ：点検箇所一覧表」 

●基本情報： 

・整理番号：様式-1 に準じて点検箇所の整理番号を記入する。 

・事務所名：様式-1 に準じて建設事務所の名称（支所名を含む）を選択方式によ

り記入する。 

・道路種別：様式-1 に準じて道路種別を選択方式により記入する。 

・路線番号：様式-1 に準じて路線番号を記入する。 

・路線名称：様式-1 に準じて路線名称を記入する。 

・所在地：様式-1 に準じて市町村、大字、字を記入する。 

・距離標：様式-1 に準じて箇所の起点、終点の距離標を記入する。 

・緯度経度：様式-1 に準じて起点、終点、中点の緯度経度（世界界測地系）を記入

する。 

・上り・下り：様式-1に準じて上下線の別を選択方式により記入する。 

・事前通行規制の有無：様式-1 に準じて事前通行規制の有無を選択方式により記

入する。 

・緊急輸送道路の有無：様式-1 に準じて緊急輸送道路の有無（1 次、2 次、無）を

選択方式により記入する。 

・バス路線の有無：様式-1 に準じてバス路線の有無を選択方式により記入する。 

・交通量：様式-1 に準じて平日 12 時間交通量を記入する。 

●吹付工： 

・施設延長：様式-1 に準じて施設の延長を記入する。 

・施設高さ：様式-1 に準じて施設の高さを記入する。 

・完成年度：吹付法面の完成年度を記入する。 

・供用期間：「10 年未満」、「10～19 年」、「20～29 年」、「30～39 年」、「40

年以上」、「不明」から該当するものを選択方式により記入する。 

●防災カルテ番号：該当する場合には、防災カルテ番号を記入する。 

●別種対策工の有無：別種対策工の有無を選択方式により記入する。 

●定期点検結果： 

・点検年度を記入する。 

・該当する健全性を「Ⅰ:ⅰ」、「Ⅰ：ⅱ」、「Ⅱ：ⅲ」、「Ⅲ:ⅳ」、「Ⅳ：特ⅳ」から選

択方式により記入する。 

・該当する変状の種類を「クラック」、「目地部の変状」、「剥離・剥落」、「スケ
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ーリング」、「水抜き孔の変状」、「スライド」、「はらみ出し」から該当するも

のを選択方式により記入する。 

・2 回目以降は、初回の右列に初回と同様、点検年度を記入し、健全性、変状の

種類を選択する【該当する定期点検時まで印刷時非表示】。 

・定期点検結果の総合所見を点検年度とともに記入し、2 回目以降は、初回の右

列に初回と同様、点検年度とともに記入する【印刷時非表示】。 

●重点監視結果（変状進行の有無）： 

・点検年度を記入する。 

・点検年毎に変状進行の有無を選択方式により記入する。 

●対策工事実施状況： 

・着手年度を記入する（未着手の場合は「未」、実施中の場合は着手年度を記入

する）。 

・実施状況を「完了」、「一部完了」、「実施中」から該当するものを選択方式

により記入する（未着手の場合はブランクとする）。 

・完了年度を記入する（実施中の場合は「-」、未着手の場合はブランクとする）。 

●健全性評価の合計数： 

・Ⅰ：ⅰ、Ⅰ：ⅱ、Ⅱ：ⅲ、Ⅲ：ⅳ 、Ⅳ：特ⅳの各合計数を記入する（自動計算）。 

・2 回目以降は、初回の下段に各合計数を記入する（自動計算）【該当する定期

点検時まで印刷時非表示】。 

＜様式-3-2（標準形）の出力＞ 

・点検箇所一覧表（標準形）を出力する際には、「緯度・経度」、「定期点検結

果（実施回以外）」、「定期点検結果（総合所見）」、「健全性評価の合計数

（実施回以外）」を非表示とする。 

・全ての記入欄を表視させた場合を付表-6.7 に示す。 

 

なお、記入欄が不足した場合は、列や行を追加して記入する。 

⑦様式-3-3「管理カルテ：要対策箇所位置図」 

●基本情報： 

・事務所名：建設事務所の名称（支所名を含む）を選択方式により記入する。 

・点検年度：最新の点検年度を記入する。 

●路線別情報： 

・路線名称：路線名称を記入する。 

・緊急輸送道路の有無：緊急輸送道路の有無（1 次、2 次、無）を選択方式により

記入する。 

・バス路線の有無：バス路線の有無を選択方式により記入する。 

●要対策箇所数： 

・要対策箇所数：各路線の年度毎の要対策箇所数を記入する。 
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・各年度別、路線別の合計数：自動計算 

●健全性区分別の点検箇所数： 

・様式 3-2 でソート機能を利用して年度別、健全性別の合計箇所数を求め、その

値を記入する。 

・健全性区分別の合計数：自動計算 

●点検実施箇所数累計：自動計算 

●点検未実施箇所数（残数）：自動計算（吹付法面の全管理箇所数－点検実施箇所

数累計） 

●全管理箇所数：建設事務所における当該年度の吹付法面の全管理箇所数を記入す

る。 

●要対策箇所位置図（管内図）： 

建設事務所の管内図に要対策箇所を黒丸（ ● ）で記入し、整理番号を付け

て様式に貼り付けるものとする（位置図は見える範囲で縮小するものとし、1 枚

で入らない場合は複数枚とする）。 

＜様式-3-3 の出力＞ 

・様式-3-3 の出力サイズは、Ａ3 版横とする。 

(2) 選択方式の説明 

「(1) 記載項目の説明」で「該当するものから選択する」としている記載項目（黄

色のセル）については、点検者によって表現に差が生じないように、Excel シートの

プルダウン機能を利用して、選択方式で記入できるものとした。 

選択方式の記入項目は、記入欄をクリックしてプルダウンメニュー（選択肢）を表

示し、該当するものをクリックすることによって記入する。 

(3) 吹付け法面管理カルテの記載例 

吹付け法面管理カルテの標準的な記載例を付表-6.1～付表-6.8 に示す。 

なお、様式-1、様式-2-1～2-3、様式-3-1 はＡ4 版サイズでの出力を標準形とし、

様式-3-2、3-3 はＡ3 版を標準形とする。 

また、様式-3-2 は、項目が多く全ての項目を表示させて出力すると表示サイズが非

常に小さくなる。したがって、点検箇所一覧表（標準形）は、比較的表示スペースが

大きく他の様式に記入欄がある、「緯度・経度」、「定期点検結果（実施回以外）」、

「定期点検結果（総合所見）」、「健全性評価の合計数（実施回以外）」を「非表示」

にして出力する。 

全ての記入欄を表視させた場合を付表-6.7 に示す。 
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剥
離

有
り

ⅱ

評
価

項
目

初
回

1
回

目
（
監

視
）

2
回

目
（
監

視
）

2回
目

目
地

に
植

生
の

侵
入

有
り

ⅲ
H

　
年

度
H

　
年

度
H

　
年

度
H

　
年

度
背

面
の

土
砂

化
供

用
期

間
が

2
0
年

以
上

経
過

し
て

い
る

か

剥
離

・剥
落

剥
離

・
剥

落
が

生
じ

て
い

な
い

、
ま

た
は

生
じ

て
い

て
も

軽
微

な
遊

離
石

灰
を

伴
う

剥
離

・
剥

落
有

り
ⅰ

健
全

性
の

診
断

区
分

Ⅲ

2

Ⅲ
Ⅲ

Ⅱ

3
3

土
砂

の
凍

上
冬

季
に

凍
上

や
霜

柱
が

み
ら

れ
る

場
所

か

施
工

打
継

ぎ
目

・
ク

ラ
ッ

ク
に

沿
う

剥
離

、
ラ

ス
露

出
を

伴
う

剥
離

有
り

ⅱ
変

状
進

行
の

有
無

（重
点

監
視

）
3

凍
害

作
用

等
の

影
響

に
よ

る
著

し
い

剥
離

・剥
落

（
ま

だ
ら

状
の

表
面

剥
落

の
発

生
等

）
有

り
ⅲ

有
有

ス
ケ

ー
リ

ン
グ

有
り

（
面

積
が

調
査

範
囲

の
1
0
％

以
上

）
ⅱ

ス
ケ

ー
リ

ン
グ

が
生

じ
て

い
な

い
、

ま
た

は
生

じ
て

い
て

も
軽

微
な

ス
ケ

ー
リ

ン
グ

有
り

（
面

積
が

調
査

範
囲

の
1
0
％

未
満

）
ⅰ

水
抜

き
孔

の
変

状

水
抜

き
孔

に
変

状
が

生
じ

て
い

な
い

、
ま

た
は

苔
類

の
密

生
有

り
ⅰ

ス
ケ

ー
リ

ン
グ

最
も

評
価

の
厳

し
い

健
全

性
の

区
分

を
示

し
た

変
状

の
種

類
ク

ラ
ッ

ク

土
砂

流
出

、
ほ

ぼ
常

時
湧

水
、

植
生

繁
茂

・
目

詰
ま

り
、

降
雨

時
の

湧
水

有
り

ⅲ

総
合

所
見

●
定

期
点

検
結

果
（
H

26
年

度
）

高
さ

1
8
ｍ

、
延

長
6
0
ｍ

の
切

土
法

面
（
2
段

、
1：

0
.5

）
に

モ
ル

タ
ル

吹
付

け
が

施
工

（
2
4
年

経
過

）
さ

れ
て

い
る

。
①

起
点

側
下

段
の

モ
ル

タ
ル

吹
付

け
は

、
高

さ
3
ｍ

、
幅

5
ｍ

に
わ

た
っ

て
凍

害
作

用
に

よ
る

著
し

い
剥

離
・
剥

落
が

み
ら

れ
る

。
②

終
点

側
上

段
の

モ
ル

タ
ル

吹
付

け
は

、
高

さ
2
ｍ

、
幅

3
ｍ

に
わ

た
っ

て
凍

害
作

用
に

よ
る

著
し

い
剥

離
・
剥

落
が

み
ら

れ
、

ラ
ス

の
露

出
（
1
ｍ

×
0
.5

ｍ
）を

伴
う

。
ま

た
、

剥
離

・
剥

落
箇

所
の

上
部

に
は

、
水

平
方

向
に

連
続

し
た

開
口

ク
ラ

ッ
ク

（
L
=
2
.5

ｍ
、

開
口

幅
12

ｍ
ｍ

）
が

み
ら

れ
、

剥
離

・剥
落

が
上

方
に

拡
大

す
る

傾
向

が
み

ら
れ

る
。

①
は

変
状

の
健

全
性

区
分

ⅲ
、

②
は

変
状

の
健

全
性

区
分

ⅳ
と

判
定

さ
れ

、
崩

落
等

の
要

因
に

も
複

数
該

当
し

、
今

後
、

変
状

の
進

行
が

想
定

さ
れ

る
こ

と
に

加
え

、
吹

付
の

崩
落

が
発

生
し

た
場

合
、

被
害

を
低

減
で

き
る

落
石

防
護

柵
工

や
落

石
防

護
網

工
な

ど
の

別
種

対
策

工
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
対

策
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
最

も
評

価
の

厳
し

い
健

全
性

の
診

断
区

分
は

ⅳ
で

あ
る

た
め

、
対

策
実

施
ま

で
の

重
点

監
視

は
2
年

毎
に

行
う

も
の

と
す

る
。

●
定

期
点

検
結

果
（
H

36
年

度
）

高
さ

1
8
ｍ

、
延

長
6
0
ｍ

の
切

土
法

面
（
2
段

、
1：

0
.5

）
に

モ
ル

タ
ル

吹
付

け
が

施
工

（
3
4
年

経
過

）
さ

れ
て

い
る

。
前

回
点

検
で

確
認

さ
れ

た
変

状
②

は
対

策
済

み
（
モ

ル
タ

ル
再

吹
付

施
工

（
2
0
ｍ

2
）
）。

変
状

①
は

変
化

な
し

。
吹

付
法

面
の

健
全

性
の

診
断

区
分

は
Ⅱ

と
判

定
さ

れ
、

現
時

点
で

は
特

に
新

た
な

対
応

を
必

要
と

し
な

い
。

ス
ラ

イ
ド

ス
ラ

イ
ド

（
せ

り
出

し
）
が

生
じ

て
い

な
い

ⅰ

ス
ラ

イ
ド

（
せ

り
出

し
）
有

り
ⅳ

は
ら

み
出

し

は
ら

み
出

し
が

生
じ

て
い

な
い

ⅰ

年
1
1

月
25

は
ら

み
出

し
有

り
特

ⅳ

天
　

候
晴

氏
　

名
○

○
　

○
○

ⅳ
ⅳ

ⅳ
ⅲ

点
検

年
月

日
平

成
2
6

日
定

期
点

検
者

所
属

機
関

○
○

○
○

○
○
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付
表

-
6
.
3
 

様
式

-
2
-
2
 

点
検

調
書

：
箇

所
別

記
録

表
＜

記
載

例
＞

 

k
m

変
状

位
置

図
（
ス

ケ
ッ

チ
）
　

※
写

真
撮

影
箇

所
を

記
入

断
面

図

年
月

日
月

日
年

月

氏
　

名
○

○
　

○
○

日

変
状

①
に

大
き

な
進

行
は

み
ら

れ
な

い
。

変
状

②
の

開
口

ク
ラ

ッ
ク

幅
が

前
回

監
視

時
に

よ
り

1
7
m

m
（
+
2
m

m
）
と

拡
大

し
て

い
る

。

平
成

2
8

変
状

①
に

大
き

な
進

行
は

み
ら

れ
な

い
。

変
状

②
の

開
口

ク
ラ

ッ
ク

幅
が

定
期

点
検

時
に

よ
り

1
5
m

m
（+

2
m

m
）
と

拡
大

し
て

い
る

。

年

定
期

点
検

者

所
属

機
関

○
○

○
○

○
○

月
15

日
点

検
年

月
日

変
状

進
行

状
況

3
0

日
日

天
　

候
平

成
3
0

年
1
1

晴
年

1
1

月
点

検
年

月
日

平
成

2
6

年
1
1

月
2
5

事
務

所
名

新
城

設
楽

建
設

事
務

所
 設

楽
支

所

最
新

の
定

期
点

検
重

　
点

　
監

　
視

　
結

　
果

8
.3

4
0

k
m

（
至

）
8.

4
00

路
線

名
称

設
楽

根
羽

線
上

り
・
下

り
上

り
所

在
地

北
設

楽
郡

津
具

村
字

向
洞

距
離

標
（
自

）
整

理
番

号
0
2
0
0
1
0
08

3
4
0
1
R

道
路

種
別

設
楽

根
羽

線
路

線
番

号
01

0

3
4
.9

9
7
5
5
5

1
,2

0
0

台
/
1
2
h

緯
度

・
経

度
北

緯

1
3
7
.6

5
8
8
4
2

終 点
13

7
.6

5
7
7
9
0

（
世

界
測

地
系

）

ｍ

施
設

種
別

切
土

法
面

施
設

種
別

詳
細

施
設

高
さ

中 点

事
前

通
行

規
制

の
有

無
無

緊
急

輸
送

道
路

の
有

無
無

東
経

吹
付

工
完

成
年

月
平

成
2
年

6
月

起 点
13

7
.6

5
9
5
2
8

34
.9

9
7
2
3
8

34
.9

9
7
6
9
5

1
8

補
修

年
度

補
修

内
容

ｍ
道

路
防

災
点

検
の

有
無

無
防

災
カ

ル
テ

番
号

（
ラ

ン
ク

）

平
日

交
通

量
有

バ
ス

路
線

の
有

無

別
種

対
策

工
の

工
種

吹
付

工
の

供
用

期
間

２
０

～
２

９
年

施
設

延
長

6
0

1
8
m

7
m 7
m

6
0
°

3
0
°

4
5
°

4
m

②
凍

害
作

用
に

よ
る

著
し

い
剥

離
・
剥

落

①
凍

害
作

用
に

よ
る

著
し

い
剥

離
・
剥

落

起
点

終
点

6
0
m

②
凍

害
作

用
に

よ
る

著
し

い

剥
離

・
剥

落
（
H
=2
m

、
W
=3

ｍ
）
、

ラ
ス

の
露

出
を

伴
う

（
1m

×
0.
5ｍ

）、

水
平

方
向

の
連

続

し
た

開
口

亀
裂

有
り

（
L=
2.
5m

、
開

口
幅
12

ｍ
ｍ

）

①
凍

害
作

用
に

よ
る

著
し

い
剥

離
・
剥

落

（
H=

3ｍ
、
W
=5

ｍ
）

P‐
1

P‐
2

P‐
3

付-32
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-
2
-
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点
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調
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録
写

真
＜

記
載

例
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付
表

-
6
.
4
 

様
式

-
2
-
3
 

点
検

調
書

：
記

録
写

真
＜

記
載

例
＞

 

 
k
m

変
状

の
種

類
剥

離
・
剥

落
写

真
番

号
変

状
の

種
類

凍
害

作
用

に
よ

る
著

し
い

剥
離

・
剥

落
（
ラ

ス
露

出
）
に

加
え

て
、

上
部

に
水

平
方

向
の

連
続

し
た

開
口

亀
裂

が
分

布
し

て
い

る
。

健
全

性
区

分
ⅲ

健
全

性
区

分

P
-
2

事
務

所
名

新
城

設
楽

建
設

事
務

所
 設

楽
支

所

写
真

番
号

写
真

番
号

変
状

の
種

類

凍
害

作
用

に
よ

る
著

し
い

剥
離

・
剥

落
が

み
ら

れ
る

。

-

ク
ラ

ッ
ク

-

健
全

性
区

分
ⅳ

写
真

番
号

P
-
3

変
状

の
種

類

起
点

側
か

ら
の

全
景

P
-
1

健
全

性
区

分

整
理

番
号

0
2
0
0
1
0
08

3
4
0
1
R

道
路

種
別

設
楽

根
羽

線
路

線
番

号
01

0
路

線
名

称
設

楽
根

羽
線

上
り

・
下

り
上

り
所

在
地

北
設

楽
郡

津
具

村
字

向
洞

中 点

距
離

標
（
自

）
8
.3

4
0

k
m

（
至

）

13
7
.6

5
9
5
2
8

1
3
7
.6

5
8
8
4
2

8.
4
00

吹
付

工
の

供
用

期
間

２
０

～
２

９
年

施
設

延
長

6
0

ｍ

施
設

種
別

切
土

法
面

施
設

種
別

詳
細

道
路

防
災

点
検

の
有

無
無

防
災

カ
ル

テ
番

号
（
ラ

ン
ク

）

（
世

界
測

地
系

）
東

経
13

7
.6

5
7
7
9
0

吹
付

工
完

成
年

月
平

成
2
年

6
月

起 点

別
種

対
策

工
の

工
種

補
修

年
度

補
修

内
容

施
設

高
さ

1
8

ｍ

事
前

通
行

規
制

の
有

無
無

緊
急

輸
送

道
路

の
有

無
無

バ
ス

路
線

の
有

無
有

34
.9

9
7
2
3
8

34
.9

9
7
6
9
5

3
4
.9

9
7
5
5
5

交
通

量
平

日
1
,2

0
0

台
/
1
2
h

緯
度

・
経

度
北

緯
終 点

①②

ラ
ス

の
露

出

（
1m

×
0.
5ｍ

）

水
平

方
向

の
連

続

し
た

開
口

亀
裂

（
L=
2.
5m

、
開

口
幅
12

ｍ
ｍ

）

付-33



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付
表

-
6
.
5
 

様
式

-
3
-
1
 

管
理

カ
ル

テ
：

点
検

・
調

査
、

補
修

・
補

強
等

履
歴

表
＜

記
載

例
＞

 

 
k
m

補
修

工
事

モ
ル

タ
ル

落
下

箇
所

及
び

周
辺

の
劣

化
部

を
斫

り
、

モ
ル

タ
ル

再
吹

付
施

工
（
2
0
ｍ

2
）。

補
修

工
事

に
よ

り
終

点
側

の
変

状
は

消
失

し
た

。
起

点
側

の
変

状
は

残
存

し
て

い
る

が
、

吹
付

法
面

の
健

全
性

は
Ⅱ

の
た

め
今

後
は

定
期

点
検

の
対

象
と

す
る

。
（
○

○
課

○
○

）

○
○

○
○

○
○

高
さ

1
8
ｍ

、
延

長
60

ｍ
の

切
土

法
面

（
2
段

、
1
：
0
.5

）
に

モ
ル

タ
ル

吹
付

け
が

施
工

（3
4
年

経
過

）さ
れ

て
い

る
。

前
回

点
検

で
確

認
さ

れ
た

変
状

②
は

対
策

済
み

（
モ

ル
タ

ル
再

吹
付

施
工

（
2
0
ｍ

2
）
）
。

変
状

①
は

変
化

な
し

。

吹
付

法
面

の
健

全
性

の
診

断
区

分
は

Ⅱ
と

判
定

さ
れ

、
現

時
点

で
は

特
に

新
た

な
対

応
を

必
要

と
し

な
い

。

備
考

（
記

載
者

）

○
○

○
○

○
○

（
○

○
課

○
○

）

（
○

○
課

○
○

）

（
○

○
課

○
○

）

高
さ

1
8
ｍ

、
延

長
60

ｍ
の

切
土

法
面

（
2
段

、
1
：
0
.5

）
に

モ
ル

タ
ル

吹
付

け
が

施
工

（2
4
年

経
過

）さ
れ

て
い

る
。

①
起

点
側

下
段

の
モ

ル
タ

ル
吹

付
け

は
、

高
さ

3ｍ
、

幅
5ｍ

に
わ

た
っ

て
凍

害
作

用
に

よ
る

著
し

い
剥

離
・
剥

落
が

み
ら

れ
る

。
②

終
点

側
上

段
の

モ
ル

タ
ル

吹
付

け
は

、
高

さ
2
ｍ

、
幅

3
ｍ

に
わ

た
っ

て
凍

害
作

用
に

よ
る

著
し

い
剥

離
・
剥

落
が

み
ら

れ
、

ラ
ス

の
露

出
（
1

ｍ
×

0
.5

ｍ
）
を

伴
う

。
ま

た
、

剥
離

・
剥

落
箇

所
の

上
部

に
は

、
水

平
方

向
に

連
続

し
た

開
口

ク
ラ

ッ
ク

（
L
=
2
.5

ｍ
、

開
口

幅
1
2
ｍ

ｍ
）
が

み
ら

れ
、

剥
離

・
剥

落
が

上
方

に
拡

大
す

る
傾

向
が

み
ら

れ
る

。

①
は

変
状

の
健

全
性

区
分

ⅲ
、

②
は

変
状

の
健

全
性

区
分

ⅳ
と

判
定

さ
れ

、
崩

落
等

の
要

因
に

も
複

数
該

当
し

、
今

後
、

変
状

の
進

行
が

想
定

さ
れ

る
こ

と
に

加
え

、
吹

付
の

崩
落

が
発

生
し

た
場

合
、

被
害

を
低

減
で

き
る

落
石

防
護

柵
工

や
落

石
防

護
網

工
な

ど
の

別
種

対
策

工
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
対

策
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
最

も
低

い
健

全
性

区
分

は
ⅳ

で
あ

る
た

め
、

対
策

実
施

ま
で

の
重

点
監

視
は

2
年

毎
に

行
う

も
の

と
す

る
。

起
点

側
下

段
の

剥
離

・剥
落

箇
所

に
進

展
は

み
ら

れ
な

い
が

、
終

点
側

上
段

の
剥

離
・
剥

落
箇

所
上

部
の

開
口

亀
裂

が
定

期
点

検
時

よ
り

拡
大

（
+
2
m

m
）
。

起
点

側
下

段
の

剥
離

・剥
落

箇
所

に
進

展
は

み
ら

れ
な

い
が

、
終

点
側

上
段

の
剥

離
・
剥

落
箇

所
上

部
の

開
口

亀
裂

が
前

回
監

視
時

よ
り

拡
大

（
+
2
m

m
）
。

起
点

側
下

段
の

剥
離

・剥
落

箇
所

に
進

展
は

み
ら

れ
な

い
が

、
終

点
側

上
段

の
剥

離
・
剥

落
箇

所
上

部
の

開
口

亀
裂

部
に

お
い

て
、

台
風

通
過

に
伴

う
豪

雨
の

影
響

と
考

え
ら

れ
る

モ
ル

タ
ル

（
2
ｍ

2
）
の

落
下

あ
り

。
一

部
は

路
肩

ま
で

到
達

。
直

ち
に

補
修

工
事

が
必

要
。

4
平

成
○

年
○

月
○

日
異

常
時

点
検

平
成

3
0
年

1
1
月

3
0
日

監
視

平
成

2
6
年

1
1
月

2
5
日

定
期

点
検

（
初

回
）

2
平

成
2
8
年

1
1
月

3
0
日

監
視

3 6
平

成
3
6
年

1
1
月

1
5
日

定
期

点
検

（
2
回

目
）

5
平

成
○

年
○

月
○

日

1

事
務

所
名

新
城

設
楽

建
設

事
務

所
 設

楽
支

所

点
検

・
調

査
、

補
修

・
補

強
等

履
歴

番
号

年
月

日
種

別
・
名

称
内

　
　

　
　

容

整
理

番
号

0
2
0
0
1
0
08

3
4
0
1
R

道
路

種
別

設
楽

根
羽

線
路

線
番

号
01

0
路

線
名

称
設

楽
根

羽
線

8
.3

4
0

k
m

（
至

）
8.

4
00

上
り

・
下

り
上

り
所

在
地

北
設

楽
郡

津
具

村
字

向
洞

距
離

標
（
自

）

施
設

種
別

切
土

法
面

道
路

防
災

点
検

の
有

無
無

終 点
13

7
.6

5
7
7
9
0

吹
付

工
完

成
年

月
平

成
2
年

6
月

東
経

別
種

対
策

工
の

工
種

補
修

年
度

補
修

内
容

防
災

カ
ル

テ
番

号
（
ラ

ン
ク

）
吹

付
工

の
供

用
期

間
２

０
～

２
９

年
施

設
延

長
施

設
高

さ
1
8

ｍ

起 点

中 点
13

7
.6

5
9
5
2
8

施
設

種
別

詳
細

（
世

界
測

地
系

）
1
3
7
.6

5
8
8
4
2

ｍ
6
0

事
前

通
行

規
制

の
有

無
無

緊
急

輸
送

道
路

の
有

無
無

バ
ス

路
線

の
有

無
有

34
.9

9
7
2
3
8

34
.9

9
7
6
9
5

3
4
.9

9
7
5
5
5

交
通

量
平

日
1
,2

0
0

台
/
1
2
h

緯
度

・
経

度
北

緯
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付表-6.6 様式-3-2 管理カルテ：点検箇所一覧表（標準形）＜記載例＞ 

3 ）

Ⅰ：ⅰ Ⅰ：ⅱ Ⅱ：ⅲ Ⅲ：ⅳ Ⅳ：特ⅳ

1 1 1

データ個数 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 1 1 1 1 3 3 3

（自） （至） 年度 健全性 変状の種類 年度 有無 年度 有無 年度 有無 年度 有無 年度 有無
着手

年度
進捗

完了

年度

020010083401R 新城設楽建設事務所 設楽支所 010 8.340 8.400 上り 無 無 有 1,200 18 60 H2 ２０～２９年 L010A080 無 H26 Ⅲ：ⅳ クラック H28 有 H30 有 H30 実施中 -

020010131702L 新城設楽建設事務所 010 13.170 13.240 下り 有 1次 有 1,200 10 50 H10 １０～１９年 L010A150 有 H26 Ⅰ：ⅱ 目地部の変状 H14 一部完了 H15

020010143302L 新城設楽建設事務所 010 14.330 14.355 下り 無 2次 無 1,200 20 100 H20 １０年未満 L010A200 有 H26 Ⅰ：ⅰ 水抜き孔の変状 H20 完了 H22

主要地方道 設楽根羽線 愛知県北設楽郡津具村字切畑

主要地方道 設楽根羽線 愛知県北設楽郡津具村字椿沢

主要地方道 設楽根羽線 愛知県北設楽郡津具村字向洞

3回目 4回目 5回目
対策工事実施状況

重点監視結果（変状進行の有無）

施設

延長

（ｍ）

施設

高さ

（ｍ）

完成

年度

供用

期間

初回
交通量

（平日

/12h）

吹付工
防災

カルテ

番号

別種

対策

工の

有無

定期点検結果

初回 2回目
距離標（ｋｍ）

上り・

下り

事前

通行

規制

の有無

緊急

輸送

道路

の有無

バス

路線

の有無

整理番号 事務所名 道路種別
路線

番号
路線名称 所在地

健全性評価の合計数

　初回 合計数（

3 3 3
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3 ）

Ⅰ：ⅰ Ⅰ：ⅱ Ⅱ：ⅲ Ⅲ：ⅳ Ⅳ：特ⅳ

1 1 1

1 ）

Ⅰ：ⅰ Ⅰ：ⅱ Ⅱ：ⅲ Ⅲ：ⅳ Ⅳ：特ⅳ

1

）

Ⅰ：ⅰ Ⅰ：ⅱ Ⅱ：ⅲ Ⅲ：ⅳ Ⅳ：特ⅳ

データ個数 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3 3 3 1 1

（自） （至） 緯度 経度 緯度 経度 緯度 経度 年度 健全性 変状の種類 年度 健全性 変状の種類 年度 健全性 変状の種類 年度 有無 年度 有無 年度 有無 年度 有無 年度 有無
着手

年度
進捗

完了

年度
年度 総合所見 年度 総合所見 年度 総合所見

020010083401R 新城設楽建設事務所 設楽支所 010 8.340 8.400 34.997238 137.657790 34.997555 137.658842 34.997695 137.659528 上り 無 無 有 1,200 18 60 H2 ２０～２９年 L010A080 無 H26 Ⅲ：ⅳ クラック H36 Ⅱ：ⅲ クラック H28 有 H30 有 H30 実施中 - H26

高さ18ｍ、延長60ｍの切土法面（2

段、1：0.5）にモルタル吹付けが施工

（24年経過）されている

H36

高さ18ｍ、延長60ｍの切土法面（2

段、1：0.5）にモルタル吹付けが施工

（34年経過）されている

020010131702L 新城設楽建設事務所 010 13.170 13.240 34.200000 137.300000 34.400000 137.500000 34.300000 137.400000 下り 有 1次 有 1,200 10 50 H10 １０～１９年 L010A150 有 H26 Ⅰ：ⅱ 目地部の変状 H14 一部完了 H15 H26

高さ10ｍ、延長50ｍの切土法面にモ

ルタル吹付けが施工（15年経過）さ

れている

020010143302L 新城設楽建設事務所 010 14.330 14.355 34.300000 137.400000 34.500000 137.600000 34.400000 137.500000 下り 無 2次 無 1,200 20 100 H20 １０年未満 L010A200 有 H26 Ⅰ：ⅰ 水抜き孔の変状 H20 完了 H22 H26

高さ20ｍ、延長100ｍの切土法面に

モルタル吹付けが施工（5年経過）さ

れている

主要地方道 設楽根羽線 愛知県北設楽郡津具村字切畑

主要地方道 設楽根羽線 愛知県北設楽郡津具村字椿沢

主要地方道 設楽根羽線 愛知県北設楽郡津具村字向洞

3回目 4回目 5回目 初回 2回目 3回目
対策工事実施状況

定期点検結果（総合所見）重点監視結果（変状進行の有無）

起点 終点 中点 施設

延長

（ｍ）

施設

高さ

（ｍ）

完成

年度

供用

期間

初回
交通量

（平日

/12h）

吹付工
防災

カルテ

番号

別種

対策

工の

有無

定期点検結果

2回目 3回目 初回 2回目
距離標（ｋｍ）

緯度・経度（世界測地系）

上り・

下り

事前

通行

規制

の有無

緊急

輸送

道路

の有無

バス

路線

の有無

整理番号 事務所名 道路種別
路線

番号
路線名称 所在地

健全性評価の合計数

　初回 合計数（

　2回目 合計数（

　3回目 合計数（

3 3 3

付表-6.7 様式-3-2 管理カルテ：点検箇所一覧表（全ての記入欄を表示）＜記載例＞ 

●緯度・経度 
標準形印刷時には非表示

●定期点検（実施回以外）

標準形印刷時には非表示

●健全性評価の合計数 
（実施回以外） 
標準形印刷時には非表示

●定期点検（総合所見） 
標準形印刷時には非表示 
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付表-6.8 様式-3-3 管理カルテ：要対策箇所位置図＜記載例＞ 

-

全管理箇所数 100 100 100 -

点検未実施箇所数（残数） 84 73 60

40

点検実施箇所数累計 16 27 40 -

点検実施箇所（健全性　Ⅰ～Ⅳ　合計） 16 11 13

2

Ⅳ：特ⅳ 1 1 2
要対策箇所

Ⅲ：ⅳ 1 1

5

Ⅱ：ⅲ 10 10 20

H　年度 合計

Ⅰ：ⅰ 10 1 11

点　 検
箇所数

健全性区分 H26年度 H○年度 H△年度 H　年度

Ⅰ：ⅱ 5

要対策箇所数 合計 1 1 2 4

2

2

○○線 無 有 2

H△年度 H　年度 H　年度 合計

設楽根羽線 無 有 1 1

要対策
箇所数

路線名称
緊急輸送

道路の有無
バス路線
の有無

H26年度 H○年度

事務所名 新城設楽建設事務所 設楽支所 点検年度 H27 年度 要対策箇所位置図 （管内図）

02001008340R

付-37


